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ました。『私の仕事 と将来，そして私の家族の暮 らしは，

私がどれほどりっぱにこの鍵を管理するかにかかってい

る。 まことに残念だが， この記録を調べさせるわけには

いかない。 もしこの教会を見たいというなら，喜んで案

内しよう。建物や周 りの墓地を案内するのは一向に差 し

支 えない。だが，記録はだめだ， これは神聖な ものだか

ら。』」

ジョンソン伝道部長は，それを聞いてほん とうにがっ

か りしたそうです。 しか し彼はその管理人 にこう言いま

した。「では，せっか くですか らお言葉 に甘えて，教会

を見せていただきましょう。」 この間，伝道部長 と同僚

は，なんとかしてこの管理人の心が変えられ，記録 を見

せて もらえるようにと，熱心に祈っていました。

かなりの時間をかけて教会の墓地や建物 を見た後で，

その管理人がふた りに思いがけないことを言いだしまし

た。「私は今 まで，絶対 にしなかったことをしようとし

ている。 これで自分の仕事を失 うことになるか もしれな

い。 しかし， この鍵を15分 間あなたがたに貸そう。」

ジョンソン伝道部長 は心の中で言い ました。「15分。

15分 でできるのは扉を開 くことくらいだ。」

管理人 はふた りに鍵を渡しました。鍵を開けたふた り

の目に入ってきたのは，系図を書 くうえで計 り知れない

価値 を持つ数々の記録でした。やがて15分 がたち，管理

人が戻 ってきました。彼が見 ると，ふた りはついに手 に

した貴重 な記録 を前にして驚 きに包 まれたままの状態で

した。

ふた りが言いました。「もう少 し時間をいただけませ

んか。」

管理人 は 「どのくらい」 と聞き返 して，時計 に目をや

りました。
「3日 ぐらいです。」

「そんな ことは一度 もした ことはない。 しか し，理 由

はわからんが，あなたがたは信用できそうだ。さあ， あ

の鍵だ。渡 してお こう。終わったら，私に戻 しなさい。

私は毎日，朝の8時 と夕方の5時 にここに来 るか ら。」

このふたりの宣教師は3日 続けて，今私たちが手 にし

ている情報を調べ，書 き写 しました。それらはほかの方

法では入手で きない ものでした。 ジョンソン伝道部長 は

感激 した面持ちで，その時の体験 を私たちに話 して くれ

ました。「主はその くす しきみ業をなすために，不思議
あかし

な方法を用いられ るのです。」私は彼のその証 の言葉 を

聞いた時に，彼の体験 は私たち夫婦にとって も祝福 にな

ったのだ， と気づきました。 というのは，ふたりの宣教

師が得た情報の多 くは，幸いなことに私たちの家系にも

つなが りのあるものだったか らです。

私 はその古文書の管理人がふた りに渡 した鍵のこどに

ついて考 えていました。その鍵 は，彼 らが求 めていた

人々の名前 を明 らか にする扉 を開けました。 しかし，そ

れよりももっ とすばらしい鍵があります。それは，私た

ちのだれ もが熱心に求めている鍵，私たちがなん とか し

て得 たいと願 っている知識の宝庫の扉 を開ける鍵です。

それは信仰 とい う鍵です。 このみ業 において，それな く

してはいかなる扉 も開けられません。

私 たちが，自分たちの前に示されているみ業を成 し遂

げるために，力の限 りを尽 くすなら，主は私たちが求め

てやまない宝庫の扉 を開 くのに必要な，神聖 な鍵を与 え

て くださることでしょう。(イ テル12：622参 照)

神権系図委員会が最初に組織 された時， ヒュー ・B・

ブラウン副管長は私 たちに対 して，霊界での伝道活動 は，

地上における伝道活動に比べて，一層速度 を増 して進ん

でいると話をしたことがあ ります。ブラウン副管長 は続

けて，ジョセブ ・F・ スミス大管長の次の言葉 を引用し，

現世で永遠の福音 を聞 く機会がなかった人々はすべて，

今それを聞いていると説 きました。
「予言者 ジョセ フに啓示されたこの福音 は，福音の知

識な くして この世 を去 り，霊界へ行って獄にいる霊たち
の

にす で に宣 べ伝 え られ て い る 。 ジ ョセ フ ・ス ミス は彼 ら

に福 音 を宣 べ伝 え て い る。 ハ イ ラム ・ス ミス も同 様 で あ

る。 ブ リガ ム ・ヤ ン グ も， 予 言 者 ジ ョセ ブ の管 理 の も と

に この 神 権 時 代 に生 きた す べ て の 忠 実 な 使 徒 た ち も同 様

で あ る。」(「福 音 の 教 義 」p.450)

そ して ， ス ミス大 管 長 は1916年 に次 の よ う に話 し て い
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には故ヘンリー ・D・モイル副管長 についての系図調査

でそれまで未確認 だった重要な情報がい くつか含 まれて

いたそうです。モイル副管長の先祖の幾人かはオンタリ

オ州ベルビル近 くのクウィント湾岸の出身だったのです。
「疑わないで，信仰 をもって」義務 を果 たしたすば らし

い女性 のおかげで，すばらしい祝福が もたらされたので

す。

よく引用 されるヤコブの手紙の言葉は，決して求道者

だけに向けられたものではありません。私たちにとって

も大切な意味があるのです。
「あなたがたのうち，知恵 に不足 している者があれば，

その人 は， とがめ もせずに惜 しみな くすべての人 に与え

る神に，願い求めるがよい。そうすれば，与えられるで

あろう。

ただ，疑わないで，信仰をもって願い求めなさい。疑

う人は，風 の吹 くままに揺れ動 く海 の波 に似ている。」

(ヤコブ1：5-6)

何か障害に直面 した場合には，その問題解決のために

聖霊の導きを求めなければな りません。そうするとき，

みたまが与えられて，道が開かれ，鍵が授 けられること

を証 します。

トンガ神殿が建 つかな り以前，ジョン ・H・ グローバ

ーグ長老が トンガの伝道部を管理 していた ころの話です。

ある時グローバーグ長老は，ニュージーラン ド神殿への

訪問を終えて戻 って来たばか りの40人 の教会員を迎えに

港へ行きました。彼 らは神殿 に行 くために，持てるすべ

ての ものを犠牲にしてい ました。神殿 に参入して 自身の

エンダウメントと結び固めの祝福 を受けられるようにと，

何年 もの間つましい生活 をしてお金をためました。彼 ら

は戻って来た時，グローバーグ伝道部長が感激 しなが ら

出迎え，自分たちの旅をほめたたえて くれるもの と期待

していました。 しか し，長老は後 に私にこう話 して くれ

ました。「私はそうい う心境ではあ りませ んで した。む

しろ，彼 らに少々厳 しい ことを話 さなければならないと

いう気持ちでした。」彼 らは船 を降 りると笑 みを浮かべ

なが ら言い ました。「今回私たちが した ことについて ど

うお思いですか，グローバーグ伝道部長。」

「た くさんの ことをしてきたと思います よ。長い旅を

して，多 くの ことを忍耐 し，皆さんが代理人 として儀式

を受けた人々の幸福 に大 きな貢献 をしてきました。 しか

しその中に， トンガ人の名前はどの くらいあ りましたか。

皆 さんの先祖は何人いましたか。」
りゆうちよう

グローバーグ伝道部長が上手な トンガ語で流 暢に話

すのを聞いているうちに，その人々は， 自身のエンダウ

メン トとひとりかふた り程度の先祖のための儀式 を除け

ば，ニュージーラン ド神殿で受けた儀式 は， ソル トレー

ク神殿 あるいはローガン神殿な ど， どこの神殿で も受け

られる類のものだったことを認 めました。グローバーグ

伝道部長 は丸1時 間にわたって，彼 ら自身の先祖に対す

る責任について話 しました。 こうして彼 らの永遠につけ

る事柄への理解の目が開かれました。

このことがあって以来， トンガ諸島での家族歴史の探

求に対する関心 は高 まりました。彼 らはすば らしい家族

歴史委員会を組織 し， 自分たちの無数の先祖のために儀

式を行なうようになったのです。

私 は単純な信仰の人間です。 ジョン ・グローバーグ伝

道部長が受 けた霊感は，すで に世を去っていた人々の祈

りの結果 として与えられたものであると証 します。彼 ら

は長 い間待ち続 け， ジョセフ ・F・ スミス大管長の言葉

にあるように，自分たちを捕 らわれの状態にしている鎖

から解 き放たれる日を待ち望 んできたのです。ずっと闇

の中にとどまっていましたが，今は，昇栄できるように，

天の光が自分たちの上に輝 くのを見たいと願 っているの

です。

兄弟姉妹の皆 さん，善 をなすのにうむことがあっては

なりません。 自分の働 きなど大 した価値 もないと感じる

ときには，人の値は神の前に貴い ものであるということ

を思い起 こして ください。私たちは道 を備える機会を与

えられています。 これらの人々が神から与えられた機会

であるすばらしい栄光に備 えることがで きるよう，信仰

をもって探求を行ない，その後に儀式を受 ける機会 を与

えられているのです。ですか ら， このみ業 について証 を
ささ

受けた人が，その成長 と進展のために多 くを捧げたい と

思 うようになって も何の不思議 もあ り，ません。人がこの
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み業 を行ない，信仰の試 しを経験 し，すばらしい祝福 に

値する者 とされると，朝 日の前 に霧が消 えてい くように，

いつか障害が消 えていきます。 この ことに何の不思議が

あるでしょうか。

信仰 という鍵 は，人々が望み必要 としている祝福 を受

けるための前提であることが，聖典の至 る所で証明され

ています。アブラハムは大切な息子イサクを進んで捧げ

るように， という過酷 な試練 を縄験 しました。それは，

彼が次の ような主 のみ言葉 を聞 く前のことで した。「わ

らべを手 にかけてはな らない。また何 も彼にしてはなら

ない。あなたの子，あなたのひ とり子をさえ，わたしの

ために惜 しまないので，あなたが神 を恐れ る者であるこ

とをわたしは今知った。」(創 世22：12)ア ブラハムの信

仰 も試 しを受けなければならなかったのです。

予言者ダニエルも，神からの祝福 を受ける前に， しし

の穴の中に投げ入れ られるという試練を経なければな り

ませんで した。3人 のヘブル人の若者 も，信仰の試 しと

して燃 え盛る炉の中に投 げ込 まれました。 ジョセブ ・ス

ミスも，信仰の試 しとして，静かな森の中に入 り，ひざ

まずいて祈 りました。

アブラハムが信仰を試されている時には，彼の目に映

るやぶの中に雄羊がいなかったのは，大切 なことではな

かったで しょうか。ダニエルがししの穴 に投げ込む と脅

された時に， ししの強いあごを締めつける口輪 はありま

せんで した。そのことに大切な意味がなかったでしょう

か。3人 のヘブル人の若者が燃える炉 の中に投 げ込 まれ

た時に，耐火服を着用していなかった ことに大切な意味

がなかったで しょうか。少年予言者 ジョセブがひざまず

いて全能の神の助 けを求めた時に，父なる神 と御子イエ

スは，彼 の信仰が試されるまでみ姿を示されませんでレ

た。その ことに大切な意味がなかったでしょうか。

私たちには信仰 という鍵が必要です。錠 をかけた扉 も，

鍵の力には耐 えることができません。信仰 はこのみ業を

進めるために欠かす ことがで きない ものです。その鍵は

私たちの手の届 く所にあります。そして，その鍵は私たち

が求めてやまないものを，扉 を開いて見せて くれるのです。

教 義 と聖 約 第76章 に は，1832年2月16日 に ， オ ハ イ オ

州 ハ イ ラ ム で 予 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス とシ ドニ ー ・リ グ

ド ン に与 え られ た示 現 が 記 録 され て い ます 。 こ の啓 示 で

は ， 忠 実 な人 々 へ の 主 の約 束 が な され て い ます 。
なんじ もろもろ

「聞 け
， 汝 ら諸 々 の 天 よ， 地 よ耳 を傾 け よ。 喜 べ ， そ

こ に住 む者 た ち よ。 主 は神 に し て， 主 の他 に救 い 主 な け
な

ればなり。主の知恵は偉大 にして，その為 したもうとこ
はて たれ

ろは驚嘆すべ く， その御業の終は誰 も知 る者なし。その
くわだて やぶ とど

企画は敗 るることなく， またその御手を止 め得る者絶え
よわい

てな し。永遠 より永遠に主は同じにして， その齢 は尽 く
ごと おそ

ることなし。主か くの如 く言 う。主なるわれはわれを畏
め ぐ み あわれ ただ か

るる者に恩恵 と憐 みとを与え，終 りまで義 しく且つ真実
ほまれ

にわれに仕 うる者 に誉 を与うるを喜ぶ者な り。彼 らの得
さかえ

る報いは大 きく，その栄は永遠なるべ し。われは彼 らに

すべての奥義，すなわち昔より今 に至 り，またこれよ り
なが

永 き未来にわたるわが王国のあらゆるか くれたる奥義 を
つ

知 らしめ，わが王国に就けるすべてに関するわが旨を知

らしめん。」(教 義 と聖約76：1-7)

私たちはこの信仰 とい う鍵 を自分のものにすることが

できます。皆 さんがこの鍵を賢明に用い，それによって，

天父の王国で与えられる機会 についてのすばらしいビジ

ョンが，先 に世を去っていった人々の前に開かれるよう

に願 っています。□

話 し合いのポイン ト

1.福 音 は霊界で霊的な闇の中にいる人々にも宣べ伝 え

られている。

2.私 たちには先祖の名前を調べ当て，彼 らのために福

音の神聖な儀式が行なわれるようにする責任がある。

3.先 祖 の名前 を調べ るための鍵 は，主が神聖なみ業の

中で導 きを与 えて くださるという信仰である。

4.こ のみ業を進めるに際 して，親族間の協力 は大 きな

力 となる。

5.障 害に直面したときには，問題解決のために聖霊の

助けを求めるべ きである。
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大 急 ぎで彼 女 に電話 し ました。

「ごめ ん な さい」 と眠 そ う な声 が し

ます 。 「今 何 時 か し ら。 寝 坊 しち ゃ っ

たみ た い。」 も う レ ッス ンが 始 ま って

い るはず の時 間だ とい うの に， 彼女 は

まだベ ッ ドの中 にい たので す。

教室 に向か っ て廊 下 を歩 い てい る と，

ス テー キ部 長 が に こや か に あい さつ し，

明 る くこ う言 い まし た。 「き ょ うは妻

と一緒 にあ なた の クラス に出 席 し ます

の で よ ろ し く。」 私 はあ ま りの シ ョ ッ

クに声 も出 ない ま ま， 弱 々 し くうなず

き， か すか にほ ほ えみ ま した。頭 の 中

はレ ッス ンの こ とで い っぱ いで す。 た

しか き ょうの レ ッス ンはニ ー フ ァイ第

3書 第15章 か ら第19章 の はずで す。

入 で い っぱい の教室 に足 を踏 み入 れ

た時 には， もうすで に7分 遅 れ て い ま

した。 ク ラス役員 が 開会 の祈 りをして

くれ ま した。 震 える手 でモ ルモ ン経 を
あかし

開 きま した。 レ ッス ンは，証 を分 かち

合 って もら うつ も りで い ま した。 ほか

に何 も思 いっか な か ったか らで す。 と

こ ろが 聖典 を読 み始 め る と，私 の能 力

を超 え るあ る大 きな力 を感 じ，話 し合

いをす るの に適 切 な聖 句 を選ぶ こ とが

で きま した。私 の舌 は緩 み ました。 ち

ょう ど主が オ リヴ ァ ・カ ウ ドリに こう

しか

約 束 され た よ うに。「而 して いか な る

時 と場所 にあ りて も，彼 は口 を開 きて
ひびき ごと

夜も昼も高鳴るラッパの響の如き声も
の しか

てわ が福 音 を宣 ぶ るべ し。 然 る時 は，

われ人 の 中 に知 られ ざ る程 の力 を彼 に

与 えん。」(教 義 と聖約24：12)
けんそん

その時 ほ ど謙 遜 な気 持 ち にな った こ

とはあ りませ ん。 教 えて い るの は私 で

は な く， 聖霊 な のだ とわ か りました。

自分 が主 の楽 器 とな り， 主が 私 を通 し

て教 室 を美 しいハ ー モニ ーで 満 た して

い らっ しゃるか の よ うで した。 その力

に圧 倒 され て，体 の力が 抜 け るよ うに

感 じま した。

喜 び に満 た され なが ら， ク ラスの人

た ち と と もに救 い主 がニ ー フ ァイ の民

に語 られ た力 強 く感 動的 な場 面 を読 み
なんじ ゆえ

ま した。 「『汝 ら は そ の信 仰 の故 に さ

い わ いな り。 見 よ， 今 わが喜 びは満 ち
あふ

溢 れ た り』 とか れ らに言 って， 涙 を流

した も うた。」(IIIニ ー フ ァイ17：20-

21)

教 室 が静 ま り返 りま した。皆 の 目 に

涙 が あふ れて い ます。

私 に とって， そ こに書 かれ た こ とは，

単 な る言葉 以上 の もので した。 救 い主

と彼 を取 り囲 む忠 実 な弟子 た ちの姿 を，

心 の 中 には っ き りと描 くことがで きま

した。救 い主 が私 たち のす ぐそば にお

いで にな り，私 た ち も救 い 主 に近 づ い

てい る よう に感 じ ました。

そ して い よい よ救 い主が ニ ー フ ァイ

の民 の た め に祈 る箇 所 に来 ま し た。

「た だそ の信 仰 の厚 き故 に… …か れ ら

が わ れ に よ りて清 め られ ん こ とと， ま

た父 がわ れ にい ます如 くわ れ もか れ ら
あ

に在 りて かれ ら と一 つ にな り， か れ ら

に よ りてわが 栄光 を示 さん こ とをねが

う…… 。」(IIIニ ー フ ァイ19：29)私 は

ク ラス の人 た ち に言 い ま した。 「皆 さ

ん， この こ とを考 えて みて くだ さい。

私 たちが 自分 自身 を清 め， 主 とひ とつ

にな るな ら， 救 い主 は，私 たち を通 し

て その栄光 を示 して くだ さるので す。

な ん とい う喜 び で あ り，祝 福 で しょ う

か。」

そ う言 う と，私 は泣 いて しまい ま し

た。

このす ぼ らしい経験 は，監 督 が言 っ

た約 束 の成 就 とな りま した。 この経験

を通 して私 は， 主 が私 たち を深 く愛 し

てお いで にな り， もし私 たちが ふ さわ

し く生 活 し，正 しい道 を示 して くれ る

指 導者 の勧 告 に従 うな ら， 聖霊 が いつ

で も助 けて くだ さる ことを知 りました。

□

善

至

謹

垂

≡

≡

毒

塞
≡

教塞で墾典篭読轟蛤め嶺と，私の懇は

緩んで壷濠した◎教藻てい馨の綜私鶯

はなく，墾霊惹のだとわかゆ驚したか
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ηま"ぐが モル モ ンだ っ て

わか っ てるだろ」

フ ィル ・レシ ュケ

署奎

象塞

婁婁

」

恒 雛誓 常 鮎錨;霧潔1灘 鴛
負 け て も， 私 の緑 色 の お ん ぼ ろ車 に み ん な で乗 り込 み，

行 きつ け の ピザ レ ス トラ ン に 向 か っ た もの で す 。 そ の店

は い つ も こん で い て， 勝 っ た と き は な お ざ ら で した 。 そ

の 夜 は， ラ イバ ル 校 の チ ー ム を破 っ た後 だ け に ， だ れ も

彼 もが 集 ま っ て い ま した 。

フ ッ トボー ル チ ー ム が 到 着 す る まで に ， 店 は学 校 の 生

徒 た ち で ご っ た返 し て い ま した。 私 は な ん とか 店 の 隅 に

席 を見 つ け る と， 兄 の デ ー ブ を探 し始 め ま し た。

デ ー ブ は い つ も こ の よ う なパ ー テ ィ ー の 中 心 人 物 の よ

うで した 。穏 や か で 人 当 た りの い い 性 格 な の で ， 皆 が デ

ー ブ と一 緒 に い た い と思 うの で した
。 コ ロ ラ ド州 に住 ん

で 間 もな い の に， デ ー ブ は高 校 の生 徒 会 長 に選 ば れ た く

らい で す 。

私 の 方 は， 高 校 で デ ー ブ ほ どの人 気 は あ りませ ん で し

た 。 しか し デ ー ブ は よ く， 仲 間 た ち との活 動 に私 を連 れ

て 行 っ て くれ ま した 。 私 が デ ー ブ よ り も体 が 大 き くな っ

て か らは特 に そ うで し た。 私 は 「デ ー ブ の大 き な弟 」 と

呼 ば れ る よ う に な り， そ の こ とを誇 ら し く思 う よ う に な

り ま し た。 店 が 超 満 員 に な っ た時 ，店 の 中央 近 くに あ る

テ ー ブ ル に や っ とデ ー ブ を見 つ け 出 し ま した 。 す る と突

然 ， だ れ か が 叫 び ま し た 。 「な あ， み ん な。 き ょ う は デ

ー ブ の18歳 の 誕 生 日だ
。 も う りっ ぱな 大 人 だ ぞ 。」

「そ う だ
。 も うデ ー ブ は法 律 的 に も大 人 だ 」 とだ れ か

が付 け加 え ま した。 当 時 ， コ ロ ラ ド州 の法 律 で は，18歳

に な れ ば合 法 的 に ビー ル を 買 って 飲 め た の で す 。 学 校 の

一 握 りの モ ル モ ン に と っ て
，18歳 に な る こ と は毎 年 の 誕

生 日の ひ とつ にす ぎ ませ ん で し たが ， 級 友 の 大 半 に と っ

て 「法 的 に」 大 人 に な る こ と は大 きな 出 来 事 だ っ た の で

す 。

皆 が 徐 々 に デ ー ブ の テー ブ ル の 周 り に集 ま り始 め ま し

た。 間 も な く全 員 が 「ハ ッ ピー ・バ ー ス デ ー ・ト ゥー ・

ユ ー 」 の 大 合 唱 を し始 め ま した 。

「デ ー ブ
， 目 を つ ぶ れ よ」 とだ れ か が 大 声 で 言 い ま し

た。 生 徒 た ち の 間 に道 が で き， そ こへ 泡 立 つ黄 金 色 の ビ

一 ル を な み なみ と注 い だ 巨大 な グ ラ ス が 運 ば れ て きま し

た 。 そ して デ ー ブ の 手 に差 し出 さ れ た の で す 。店 じ ゅ う

に割 れ ん ば か りの大 歓 声 が起 こ り ま した 。 私 は ど うす る

つ も りだ ろ う と思 い な が ら， 店 の隅 か ら デ ー ブ を見 守 り

ま し た。 い つ も私 の模 範 で あ り， 信 仰 深 い兄 で し た。 も

ち ろ ん デ ー ブ は これ まで この よ う な状 況 に直 面 し た こ と

は あ りま せ ん で した 。 デ ー ブ は 自分 を 取 り巻 く店 じ ゅ う

の仲 間 た ち を見 回 して い ま した 。 デ ー ブ に は， 私 が 後 ろ

の 隅 か ら見 て い る の はわ か らな か っ た と思 い ます 。

とて も長 い 時 間 が 過 ぎ た よ う に思 え て か ら， つ い に デ

ー ブ は立 ち上 が り ま した
。 そ れ か ら ビー ル の グ ラ ス を取

り， ゆ っ く りと空 中 高 く上 げ ま し た。 心 配 で 私 の胸 は ど

き ど き し て い ま し た。 き っ とデ ー ブ も同 じ だ ろ う と思 い

ま した 。 静 か に， とい う だれ か の 声 で辺 りは静 ま り返 り

ま した 。

「ぼ くの 誕 生 日 に
， み ん な が ぼ くの こ と を 気 に か け て

くれ て ほ ん と う に あ りが と う」 とデ ー ブ は高 く上 げた グ

ラ ス を見 詰 め な が ら言 い ま した 。 「で も み ん な ， こ の や

り方 は まず い よ。 ぼ くが モ ル モ ン だ っ て わ か っ て るだ ろ。

とに か く， あ りが と う。」 デ ー ブ が 持 ち上 げ た グ ラ ス を

下 ろ して 座 っ た 時 ， 生 徒 た ち の 中 に ざ わ め きが 起 こ りま

した 。 モ ル モ ン は楽 しむ こ と を知 ら な い とい うっ ぶ や き

も聞 こ え て き ま し た。

そ の後 ， 私 は デ ー ブ と一 緒 に な り， す が す が しい秋 風

の 中 を車 へ と向 か い ま した 。 私 は こ う 言 い ま し た。 「デ

ー ブ兄 さ ん
。 兄 さ んが プ レ ッ シ ャー に 負 けて ばか な こ と

をす るん じ ゃ な い か とち ょっ と心 配 した よ。」

す る とデ ー ブ は肩 をす くめ て 言 い ま し た。 「大 し た プ

レ ッシ ャー は な か っ た よ。 だ っ て ， 今 夜 ， 何 か を決 心 す

る必 要 な ん て な か っ た か らね 。 ぼ くが 知 恵 の 言 葉 を守 ろ

う と決 心 し た の は， も う何 年 も前 の こ とな ん だ。 前 も っ

て 決 意 して お け ば ， い ざ とい う時 で も ど う っ て こ とな い

さ。」

私 は ほ ほ え み ま し た。 デ ー ブ の 大 き な弟 で あ る こ と を

さ らに誇 ら し く思 い なが ら， 家 に 向 か っ て 車 を走 らせ た

の で した 。 □
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性的に清い生活 を

送れ るよう

若人を助ける
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私
たちを取 り巻 く環境について考 えると，道徳的な

清さについて子供たちに教えることを，かな り優

先 させなければならない ことがはっきりとわか ります。

昔は，私たちは社会から助 けを得ようと思えばで きまし

た。 しか し，今では，そんな期待はできません。実際，

概 して社会 はすでにサタンの側 に立ち，不道徳を好 まし

い生き方 として受け止めつつあるようです。

しか しながら，一部のマスコミがそうした傾向を時代

の流れだと納得させようとして も，私たちの社会には，

今 なお健全 な倫理観 を守 ろうとする強固な基盤があ りま

す。おおぜいの親たちが，私たちを取 り巻 く悪影響 に対

抗 して，敢然 と立ち上が ろうとしています。当然，私た

ち教会員 も， こうした不道徳 な風潮 に反対するとともに，

周囲の人々にも反対するよう教 える責任があると感 じて

います。

ここ何年か，私 は数多 くの親や監督，そして青少年た

ち と，性道徳について話 し合ってきました。その結果，

性的に清い子供たちを育てた親たちには，ある共通点が

あるのに気づ きました。それは，以下のような5つ の指

針にまとめることがで きます。

自分たちの肉体が，愛にあ'3・れた天の御父の創造による

神聖なものであること，そして，創造の力を守 り，決 し

て汚さないようにすることが自分たちの神聖な責務であ

ることを，子供たちに教えておかなければならない。

心を開き，愛情 をもって教 える

私たちは， 自分の息子や娘に性 について教える最初の

人物 となる必要があります。それは，最初 の情報がいち

ばん大 きな影響 を及ぼすか らです。慎重 に，祈 りの心を

もって，まず，基本的な肉体の性機能 をどう教 えるか，

計画 を立てる必要があ ります。

また，そうした指導が1回 限 りであってはならないこ

とも，認識 しておかなければな りません。初めて教えた

後で，「やれやれ， これで終わった」などと考 えてはい

けません。子供たちが成長するにつれて，必要な情報 も

増大 してい くからです。親は，子供たちの質問に，おじ

惑 うことな く，霊的な導 きを受けて答 えられるよう，子

供たちの身近 にい る必要があ ります。子供たちには， 自

分たちの肉体が，愛 にあふれた天の御父の創造 による神

聖なものであること，そして，創造の力を守 り，決 して

汚 さない ようにす ることが 自分たちの神聖な責務である

ことを，教 えておかなければならないのです。

道徳的に清い生活 を送っているある青年が，私の元へ

来て こう言いました。「私の両親 は，私が まだ幼い少年

のころか ら，性 について私に教え始め ました。」生物学

的な説明 にとどまらず， この両親 は結婚生活における適

切 な性の役割 について も教 えました。「ですか ら私は，

どんなことで も両親 に尋ねられる とい う気持ちを抱いて

いました。実際，答えを求めて何度 も両親の元に行った

ものです。」
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普通，子供にとって，奥の深い問題について，自分から

話を切り出すのは，なかなか容易なことではない。親の

方で，子供たちが質問できる雰囲気を作ると助けになる。

話し合う機会は，たいてい，家族が一緒に家事をしてい

るときとか，こく普通の活動 を一緒にしているときなど

に，自然に生 じるものである。

性道徳に関する教会の教義を教える

教 会 の指 導 者 た ち は ， 性 的 な 清 さ に 関 し て主 が どの よ

うに 望 ん で お られ る の か ， 明 確 に 定 義 し て い ま す 。 「若

人 の た め に」(34285300)と い うパ ン フ レ ッ トの 中 に は，

次 の よ う に述 べ られ て い ます 。 「主 は あ る種 の 行 な い を

は っ き り と禁 じて お られ ます 。 そ の 中 に は， 結 婚 前 に お
とうさく

けるあらゆる形の性的関係，ペ ッティング，性倒錯(同
こうかん そうかん

性愛，強姦，近親相姦な ど)，マスターべ一ション，ま

た自制心 を忘れたわいせっな思い，言動，行動などが含

まれ ます。」(p.16)子 供 たちに， こうした言葉 の意味 を

福音の教 えにそって理解 させる必要があります。 もし私

たちが しなければ，だれかほかの人が，みたまを受 けず

に，異なったニュアンスで私たちの子供に教えることに

なるで しょう。

私たちは，10代 の子供たちが，エズラ ・タフ ト・ベ ン

ソン大管長の次の言葉の意味を理解で きるようにする必

要が あります。「罪 とされる事柄の中で，殺人 と聖霊 を

否定することを除けば，不義な性関係ほど重大な ものは

ほかにあ りません。不義な性関係 とは，未婚の人がかか

わった場合には，私通の ことであ り，既婚者がかかわっ
かんいん

た場 合 に は， 姦 淫 とい う もっ と重 い罪 の こ と を指 して い

ま す 。 … …神 の 目 か ら見 て， 貞 節 とい う言 葉 が 時 代 遅 れ

に な る こ とは 決 して あ りま せ ん。」 ま た別 の 機 会 に， 予

言 者 は次 の よ う に 言 っ て い ます 。 「私 た ち の 道 徳 的 な 価

値 観 が 誤 っ て 伝 え られ て い る た め に， 青 少 年 の 中 に は，

た ば こに は恐 れ て手 を出 さず に い な が ら， ペ ッ テ ィ ン グ

に は た め らい も な くふ け っ て い る 者 が い ます 。 両 方 と も

間 違 っ て い ます が ， 後 者 の 方 が 前 者 に比 べ た ら， は るか

に重 大 で す 。」(「 エ ズ ラ ・タ フ ト ・ベ ン ソ ン の 教 え 」pp.

279，281)

も し適 切 に教 え ら れ て さ え い た ら， 次 の よ うな 事 態 は

起 こ らず に済 ん だ の で す 。 これ は， あ る青 年 が私 に教 え

て くれ た 話 で す 。 こ の青 年 と同 じ所 で働 い て い る あ る若

い 末 日聖 徒 の女 性 が ， 自分 は伝 道 に 出 る こ と を計 画 して

い る ボ ー イ フ レ ン ド と， と き ど き不 道 徳 な行 な い を して

い る ， と打 ち 明 け た とい うの で す 。 青 年 は この 女 性 に ，

そ ん な こ とを して い た ら ボ ー イ フ レ ン ドは伝 道 に 出 る資

格 を 失 う こ と に な る ， と告 げ ま し た 。 と こ ろが ， この 女

性 は ，こ う答 えた とい うの で す 。 「だ い じ ょ うぶ ，伝 道 に

出 られ る わ。 だ っ て ， 私 た ち ち ゃ ん と悔 い改 め る か ら。」

私 た ち は ， 子 供 た ち に， 「〔い か な る形 で あ れ 〕 性 的 な

罪 を犯 しな が ら， 計 算 ず くの 告 白 や 〔そ の場 し の ぎの 〕

悔い改めをすることは主の目にかないません」 という言

葉の意味をばっきりと理解 させ る必要があ ります。(エ

ズラ ・タフト・ベ ンソン 『教会の若い女性の皆 さんに』

「聖徒 の道」1987年1月 号，p.91)宣 教師 として伝 道に

出ることに関して言えば，重大な性的な罪があった場合，

伝道に出るのは最低で も1年 か ら3年 は遅れることにな

ります。

私たちは悔い改めについて教える必要があ りますが，

教える際には誠実に教 える必要があります。ベンソン大

管長 は次のように言 ってい ます。「何か重大な罪 を犯 し

た場合で も，望みがないなどとは決 して考えないで くだ
ゆる

さい。悔 い改め も赦 しも福音の一部だからです。私はこ

のことを神に感謝しています。 しか し，その悔い改めは

真の悔 い改めでなければなりません。真の悔い改 めとは，

罪 を犯 したことを心の底か ら深 く悲 しむことであ り，生

活 に改革をもた らすものです。単に罪 を告白することだ

けではないのです。」(「我 らが忠誠 を尽 くす3つ のもの

神 と家族 と国家」p.196)

賢明な選択の方法を教える

子供たちは，性的な感情が自然な ものであ り，神から

与えられた ものであること，そして，そうした感情の表

出をコントロールする力 も授かっていることを，理解す

る必要があ ります。私 たちは，自由意志 という偉大 な
たまもの

賜 を授かっている祝福 について子供たちが よく理解で

きるよう，助ける必要があ ります。「それであるか ら，

あなたたちは喜び勇め。そして，あなたたちは自分の思

う通 りに行 う自由があるか ら，限 りない死の道 を選ぶか

または永遠の生命の道 を選ぶかは，各 自の自由であるこ

とをおぼえておけ。」(IIニ ーファイ10：23)

一体
， どのような人が永遠の生命への道ではなく，限

りない死の道を選ぶので しょうか。おそらく，選ぶとい

うことにあまり経験 のない人 たちだけで しょう。テキサ

ス州のある監督が次のように言 ってい ました。「自分で

ほんのささやかな決定を下す ことす ら子供たちに許そう

としない親が，お蓄ぜいいます。 もし， 自分で自分の服

や髪型，趣味などを選ぶのが許 されていない としたら，

その子供たちは，永遠の行 く末 にかかわる事柄をどうや

って選 んでい くのでしょうか。」親 たちは，何を置いて

も，子供 たちが自分で選択できるよう，導いてやる必要

があ ります。子供たちは，自分で選んだことが自分の道

徳観 にどのような影響 を及ぼすのか よく考えるよう，親
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愛の言葉を口に出し;ま た愛を行動で示すことによって，

家庭は居心地のよい場所となる。両親が互いに愛を示し

合えば，子供たちも結婚や家庭生活の有意義な面につい

て学'ぶことができる し，道徳的に清い生活を送ることの

祝福についても学'ぶことができる。

から愛情深 く教 えられるなら，だんだん と適切な友人や

音楽，映画，そのほかの活動 を選ぶ ごとがで きるように

なるものです。

1991年4月 の総大会の席上，十二使徒定員会のリチャ

ー ド・G・ スコッ ト長老は，賢明 な選択をするための指

針をい くつか挙げて説教 しましたが，その中で も最も大

切なことは，「救 い主 とその教 え，そして主の教会 を生

活の中心 とする。決断を下す ときはいつで も， この標準

に添っているかどうか考 える」 ことであると語 りました。

(『人生の正 しい決断』「聖徒の道」1991年7月 号，p.35)

ある父親が， どうやってそのような りっぱな子供たち

を育てたのか尋ね られた ことがあります。彼 はこう答 え

ました。「子供 たちが何か間違った決断を下 した として

も，私はそれを恥ずべ き愚かな行為 とは見なさないよう

にしました。むしろ，教 える好機 と考 えたのです。」た

とえば， このような質問を子供 にしました。「今， どん

な気持ちかな。そういう行動を取 ったら，どんな結果に

なるだろうね。」 この父親 は，子供に代わって自分で問

題 を解決してあげたいとい う気持 ちを抑 え，むしろ，子

供たちが自尊心 と自信 を培ってい く間，親 として子供た

ちを辛抱強 く見守 り続 けたのです。

私たちは，小言のひ とつも言いたい という誘惑を退 け，

むしろ物語や実話，た とえ話 を活用 しなが ら，子供たち

がさまざまな状況の中で自分で考 え，賢明な選択をして

いけるよう，手助 けをしてい くことがで きます。た とえ

ば，ベ ンソン大管長は次のように言 っています。「自分

の命 を守 るように，徳 を大切 に守 って ください。」(『教

会の若い女性の皆 さんに』「聖徒の道」1987年1月 号，

p.91)こ の言葉の重 さを青少年 に理解 させるために，私

は次のようなた とえ話 をしています。あなたが暗い夜道

をひ とりで歩いているとしましょう。その時，だれかが

後ろか らつけて くる気配が します。振 り向いて見ると，

見たこともない男がナイフを振 り上 げて立っています。

あなたならどうしますか。 ここまで言 うと，青少年たち

は，決 まって 「全力で逃 げます よ」 と答えます。その答

えに，私はこう尋ねます。「『2，3回 刺 されても命 に別

状はないさ』 と考えて，その辺 りでぶ らついたりはしな

い ということですか。」青少年たちはとっぴな考 え方に

大笑いします。この時点で私 は，予言者の 「自分の命 を

守るように，徳を大切 に守って ください」 という言葉 を

繰 り返すわけです。

この教 え方の特徴 は，相手を固 くさせないようなある

場面を設定して 「あなたならどうする」形式の質問をす

ることにあ ります。家族でこの方法 を活用しているある

父親は， この方法が非常に有効であると言っています。

た とえば，家族のだれかが，「自分の友達が もっ と肉体

的に親 しくなりたいと言いだした ら，あなたならどうす

る」 と尋ね ます。それに対 してほかの人 たちが，さまざ

まな状況に自分 ならどう対処するか，いろいろと意見 を

出し合 うのです。 こうしてあらか じめ決めておけば，い

ざ正 しい決断を求められる状況 になったとき，大 きな強

みとな ります。

私の夫のゲー リーは，結婚 と家族問題専門のカウンセ

ラーをしていますが，親子 のコミュニケーションについ

て，実 に貴重なア ドバイスをして くれ ます。夫 はよく，

子供 を持つ人々に，「ご く簡単 な質問 をし，それか ら耳

を傾 けてやれば，子供たちは自分で考 えるようになりま

す」 と言っています。私は夫が家庭でもそれを実践 して

いるのを見てきています し，私自身 も実際に試 しながら

そのこつを少しずつ身につけているところです。

一例をご紹介 しましょう。ある日，我が家の息子が学

校 から随分がっか りした様子で帰 って来 ました。私が
「どうしたの，そんな悲 しそうな顔 をして」 と言 うと，

息子は 「ジム(仮 名)は ばかだよ」 と言 うのです。「まあ，

どういうこと?」 と尋ねると，その後，息子か らは驚 く

ような答 えが返 って きました。「ジムのやつ，お母 さん

が働 きに出てからは，毎日放課後ガールフレンドを自分

のうちに呼んでるんだ。」 ここで，性道徳 について重々

しい説教を始 めようという誘惑 と戦いなが ら，私は 「ふ

一ん」 とだけ言いました。すると息子 の方で話を続 けま

す。「ほんとうに愚かだよ。あれじゃ，自分の方か ら問

題 を呼び込んでいるような ものだよ。」その言葉 は，ほ

ぼ私が言おうとしていたことと同じで した。ただ，短か

っただけです。私 は 「それ， どういうこと」 と尋ねてみ

ました。すると息子は，一軒の家にガールフレンドとふ

たりきりでいることがどれほど危険なことかについて，

知っている限 りのことを次から次へ と話しだしたのです。

しかも，それで終わ りではあ りませんでした。話題 はこ

の問題のあらゆる面 に及び，性病や妊娠中絶 といった悪

影響 にまで及んだのです。私がしたことといえば，ただ

耳 を傾けてうなずいているだけで した。 もし私が この問

題 に関 して説教 をしたとした ら， きっと息子はほ とんど

耳を貸 して くれなかったでしょう。

また，ある母親 は，子供 たちに選択について考 えさせ

る別 の方法を，次のように提案 しています。「自分で関

心のあるテーマのニ ュースや新聞記事 を取 り上げて話 を
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あかし

福音に対する強い証が持てるよう助ける

若人が性的に清い生 き方を選ぶに当たってのいちばん

重要な要素 は，イエス ・キリス トに対する証です。その

ことを，私 はこれ まで彼 ら自身の口から，折 に触れて聞

いて きました。私がある若い女性に， どうやってそのよ

うな証を得たのか尋ねた時， この ような答 えが返ってき

ました。「両親にとって教会がいかに大切か， それを見

なが ら育って きました。父 と母 は， 自分たちの霊的な経

験について話す とき，涙を流しながら証を伝 えて くれた

ことが何度 もありました。」

伝道に出る準備 をしていたある若い男性は，幼いころ

から両親が聖典， とりわけモルモ ン経 に寄せ る深い愛 を

感じなが ら成長 して きた， と話 して くれ ました。「ぼ く

の家族はいつ も一緒 に聖典を勉強 しました。父と母から

救い主について教わ りましたし，ふた りが救い主を深 く

愛していることもわか りました。ぼ くもだんだん と自分

で勉強 した り，祈った りするようにな りました。父 と母

が生活の中で見いだしている喜びを，ぼ くも自分の生活

の中で味わいたいと思うようになったんです。」そして，

この青年は最後に次のような印象深い言葉を添 えたので

す。「救い主について自分の証が強 まるにつれて，救い主

をがっかりさせるようなことはできないと思ったのです。」

ある若い女性は，私 に次のように教 えて くれました。
「私 は自分が誘惑 に負けないように

，いつも祈 ってい ま

す。天のお父様をとても身近 に感 じるんです。天のお父

様 にならどんなことでもお話 しで きるし，いつだって助

けを受 けられるんです。」私 は;ど うや ってそのような

証を得たのか，尋ねてみました。その答 えはこうでした。
「私 は両親の姿 を見て，祈 りには力があることを学びな

がら大 きくな りました。」

私たちは，子供たちが強い証 を得 られるよう，あらゆ

る機会を提供 していかなければな りません。そのために

は，私たち自身の証 も日々養い育て，子供たちに伝えて

い く必要があ ります。親が信仰 と決意 を持って人生のさ

まざまな問題 に対処 しようとしている姿ほど，子供たち

の証を強めるものはあ りません。

家庭 を楽 しい雰：囲気 にす る

家庭生活 は楽しくなければな りません。10代 の子供を

持つある父親 はこう言っています。「子供たちと楽 しい

時間を過 ごす ことが，性的に清い生 き方を選ばせるため

かぎ

の鍵でした。妻 と私は， よい ことは楽 しいはずだ， とい

つ も強調 して言 っています。」 そして， このふた りはそ

れを実際の生活で示そ うと努力 してい ます。「楽 しい時

間を過 ごそうと思って頑張っています。実際，成果 も上

がっていますよ。」

私たちは，子供たちが何か間違いを犯 したか らといっ

て， まるでそれが この世の終わ りであるかのような印象

を与えないよう，注意す る必要があ ります。ある父親が

こう言っています。「私の10代 の息子が愚かな間違いを

犯 して，ある事故 を引 き起 こしてしまいました。危 うく

命 を落 としそうになったのです。その時，私は決 して怒

らず，ただ息子を抱き締めて，愛 していることを告げま

した。息子は，その事故から学ばなければな らないこと

をすべて学んでいました。ですから，私はそれ以上言葉

に出す必要はなかったのです。」

愛の言葉 を口に出 し， また愛を行動で示す ことによっ

て，家庭 は居心地のよい場所 とな ります。私は，父 と母

の両方からいつも抱 き締められ，絶えず褒め られなが ら

育て られたことを，よく覚 えています。父 は数年前 に亡

くな りましたが，私が10代 の ころ，父が私 を抱 き締めな

が ら，「その ドレスは とて もよ く似合 うよ」 と言 って く

れた時の，うれ しい気持ちが今でも忘れ られません。

いろいろな問題があったとしても，人生の明るい面に

目を向けていれば，道徳にかなった生活を送 ろうとい う

力 もわいてきます。私は，ひ とりで子供を育てているあ

る友人からほんとうにた くさんのことを学びました。彼

女 はその信仰 と， はつ らつとした表情 によって，子供 た

ちに計 り知れないほ どの祝福 をもたらしてきたのです。

彼女はこう言っていました。「子供たちは皆 よい子に育

っているわ。」

ウィスコンシン州のある監督は，次 のように語ってい

ます。「たいてい，うまくいってい る家庭 には，家族全

員 を結びつけている糸のようなものが存在 し，両親 はい

つも子供たちの身近 にいます。親 は，今家族 に起 きてい

ることについて知っているだけでな く，自分 もその中に

入 って行動 しているのです。また，どうしたら楽 しめる

か，よく知 っています。家族 に常に心を向けているわけ

です。」

祈 りと戒めを守 ろうとする自分たちの熱心さに応 じて，

私たちはみたまによる導 きを受けて，子供たちが道徳的

に清 い生活 を送れるよう助 けることがで きます。天父は，

私たち親 とともにいて くださいます。子供たちは皆，神

の子供だからです。□
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バプテスマの祝福 に一層深 く感謝する

歳 の マ ー ガ レ ッ ト ・マ ク ニ ー

8 ル ・バ ラー ド姉 妹 は，1854年 の

あ る春 の早朝 ，バ プ テ スマ を受 け るた

め に，冷 た い海 に入 りま した。何 年 も

た った後 ，彼 女 は 自分 のバ プテ スマ に

つ いて この よ うに書 い て い ます。 「水

か ら上 が る と， ち ょ うど夜 が 明 け，太

陽の光 が東 の丘 の上 に ゆっ くり とさ し

始 め ました。 そ れ は決 して忘 れ る こ と

ので きない， とて も美 しい光景 で した。

あ の時， 天 国 にい る ような清 らか な思

い に満 た されて以 来， みた まはず っ と

私 と と も に い て くだ さ い ま し た。」

(「エ ンサイ ン」1989年7月 号，p.16)

あな たの生涯 を明 る く照 らし， 慰 め

と励 まし を与 えて くれ るバ プテ スマ の

力 とは何 で しょ うか。 その答 えは聖典

の中 にあ ります。 バ プ テス マ は象 徴的

な意 味 での誕 生 であ る と書 か れ てい ま

す。(ヨ ハ ネ3：5参 照)バ プテ スマ と

して知 られ る誕 生 を通 して， 私 たち は

罪 か ら洗 い 清 め られ， 末 日聖 徒 イ エ

ス ・キ リス ト教 会 の聖 徒 とい う新 しい

家 族 の一 員 にな るの です 。

バ プテ スマ は私 たち を

罪 か ら清 め て くれ る

「す ぐ立 っ て
， み名 を とな えて バ プ

テ スマ を受 け， あ なた の罪 を洗 い落 し

な さい。」(使 徒22：16)ア ナ ニ ヤ は，

そ の後 間 もな く使 徒 パ ウ ロ とな る タル

ソのサ ウ ロに こ う説 き勧 め ました。

私 た ち はバ プ テス マ を受 け る前 に，

自分 の罪 を悔 い改 め， イエ ス ・キ リス

トに従 う こ と を約束 し ます。(教 義 と

聖 約20：37参 照)そ し て，バ プ テ ス マ

を受 ける時， 水 に よっ て象徴 的 に洗 い

清 め られ ます。生 まれ た ばか りの子供

の よ うに汚 れ な く， 罪 の意識 か ら解放

され るので す。成 人 してか らバ プテ ス
キムボクジヤ

マ を受 けた， 韓 国 の金福 子姉 妹 は， こ

の清 め につ いて次 の よう に語 ってい ま

す。 「自分 の罪 が取 り除 かれ ，心 が 軽

くな るの を感 じ ました。 私 は世 の誘惑

と不 安 な気持 ちに打 ち勝 て る よ うに，

毎 日祈 って い ます。」

ソル トレ ー ク シテ ィー の ア イ リー

ン ・エ リク ソン姉 妹 は20代 で バ プテ ス

マ を受 け た時 ，罪 か ら清 め られ た と同
いや

時 に心 の癒 しを感 じた ことを， この よ

うに述 べ て い ます 。「教 会 に入 る前，

私 は 自分 が犯 した罪 を ほ とん ど意 識 し

た ことが あ りませ んで した。 で も，罪

の結 果 で ある苦痛 を感 じて い ま した。

バ プテ スマ を受 け た時， その苦痛 か ら

解 き放 たれ た のを感 じま した。」

もし私 たちが心 か ら悔 い改 め， イ エ

ス ・キ リス トに従 うと約 束 したの な ら，

バ プテ スマ を受 けたのが8歳 で あ ろ う

と80歳 で あ ろう と， 私 た ちは皆， 罪 か

ら洗 い清 め られ る とい う祝福 を受 ける

こ とがで きます。 そ して， バ プ テスマ

の時 に交 わ した誓 約 を思 い起 こし，決

意 を新 た にす る ことに よっ て， この洗

い清 め とい う癒 しの効 果 を保 ち続 け る

こ とが で きるの です。

● 日常生活 の 中で 経験 す る罪の 結果

に は， どの よ うな ものが あ ります か。

●バ プテ ス マで交 わ した誓 約 を新 た

に し，バ プテ スマが 与 えて くれ る新鮮

な気 持 ち を感 じる には ど う した らよ い

で しようか。

バ プテ スマ は

新 しい家族 を与 えて くれ る

どの子 供 に も父親 と母親 が あ リ，多

くの子供 には兄弟 や姉 妹 もい ます 。 そ

れ と同様 に私 た ちがバ プテ スマ に よ り

「水 か ら生 まれ る」 と きに は
，福 音 の

きず な で結 ばれ た兄弟 姉妹 のい る新 し

い家族 が与 え られ ます。私 たち は末 日

聖徒 イ エス ・キ リス ト教会 の会 員 に な

るので す。 エ リクソ ン姉妹 は この よ う

に回想 して い ます。 「私 はバ プ テ ス マ

を受 けた時， 自分 の家 族 か ら遠 く離れ

て暮 ら して い ま した。 で も，兄 弟 姉妹

の い る新 しい家族 ， しか も愛 に満 ち た

家 族 の一 員 となっ た ような気 持 ちで し

た。」

エ リク ソ ン姉妹 が バ プテ スマ を受 け

た時 に所 属 した ワー ド部 には， よい家

族 に必要 な特 性 ，す な わち互 い への愛

や よい模 範 ， イエ ス ・キ リス トに従 う

決意 が あ った のです 。

●あ な たの ワー ド部 とい う家族 の 中

で， 責任 感 と愛 を一 層 強 く示 す会 員 と

な る には， どう した らよ いで しょうか。

■ ・
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を
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。

い

れ
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う

話
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さ
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わ
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は

し
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も

，
次

う
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で

を
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い

，

が

友

と
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も

ま

は

た
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で
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な

ば
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て

き
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り

て

と

し

ひ

と

の

ち
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切

あ

し
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て
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つ

を

も

な
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習

う
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の

よ

れ
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。

次

、
め

す

は

や

ま

に

が

り

法

話

あ

方

さ

が

の

自

も

て

お

。

て

み

で

る

れ

て

い

め

さ

げ

な
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摘

挙

れ
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わ

と

め

す

わ

に
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を

し

う

こ

た

ま

う

ち

て

か
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う
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持

し

れ
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気
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だ
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な
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が

ん

分

に

ち
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自
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が

。
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る
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み
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ん
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て

す

ど

後

え

ま
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た

考

し

き

し

を

が

と

流

か
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た
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を

る

思

め

う
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な
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褒

よ
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あ

れ
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達

す

め

と

い

話
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友
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を

な

つ

よ

面

ん

い

う

な

ぞ

。
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れ
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．題

す

う

さ

人

り

に

当

ま

気

る

あ

て

い

が

し

て

と

う

し

こ

ど

を

の

。

話

ム

ね

さ

サ

だ

わ

ま

う

勧

嗜

は

先

。

な

矛

る

や

の

け

じ

　　　　ーー　　　　　　　　　　　　　
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ど
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と
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て
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が
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ら

と
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ピ
．

た

か

き

て

，
を

も

た

し

の

聖

ビ

私

れ

れ

も

書

べ

り

物

と

徒
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日
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日
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篇
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懸
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隷
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協

避
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，
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し

会

り

年

し

バ

部

り

ア

ま

教

た

今

返

・
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，
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て
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ロ

ワ

に
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一
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メ
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部

れ
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り
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て
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築
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を
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。
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に
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追
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落
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を
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し

動

で

で

語

き

福

や
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か
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地

ル

ン
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集
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噺

懸し
鰯

、

懸
．

試

鱒

プンヤキ式ルジラブ

。

・

も

し

。

で

謡

慧

撮

総

窮

磯

灘
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。纈
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バ

市

た

空
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都
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れ

ち

ヤ

問

都

つ

な

験

大

が

さ

た

キ

時

。

か

鮮

経

の

ロ

織

女

い

長

す

な

新

い

数

イ

組

少

重

，
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の

の

し

有

ネ

が

。

た

出

い
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舎

新
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ヤ

部

す
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こ
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ジ

キ
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た
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一
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に
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ル
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ら
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Ｑ
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ど
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は
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験
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友
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に
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・
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備 えられ た人々
アフリカの末日聖徒の

芸術作品と記録的写真

マ ー ジ ョ リー ・ド レー パ ー ・コ ン ダ ー

フリカで教会が設立される何年 も前に，主は道 を

ア 備えられました。西アフリカでは特にそうで した。

西アフリカの人々の中には，国外で生活し，そこで学ん

だ福音の知識 を携えて帰国 した人たちがいました。また，

すでに福音 を信じていた西アフリカの人々から福音を学

んだ人たちもいました。 このようにして，モ
あか し

ルモン経に対する証 を持った人たちが，ナ

イジェリアとガーナの両国に集まって来

ました。彼 らは専任宣教師からレッスン

を受けたことがな く，中にはお互いに面

識がないという人々もい ました。

これ と並行 して，1959年 から1978年 に

かけて，社用や教育事業に取 り組むため，

西アフリカに在住 した末 日聖徒がいました。

その中には，ガーナ大学で家政科の設立に貢

献したブリガム ・ヤング大学教授団の一員バー

ジニア ・カ トラーや，奥さんのチェリー ・シル

バー とともにアイボ リーコース トの内陸部で

砂糖 きびによる農業関連産業 を推進 したバー

ナー ド・シルバーがいます。 また，ユタ州プ

ロボの出身で，現在七十人定員会会員である

メリル ・J・ベイ トマ ン長老は，ガーナ大学

で教授 を務 め，後 にガーナ政府の顧問のひとり

として働 きました。このような人々が西アフ リ

カで築いた友情の輪に助 けられ，教会 は，西ア

フリカで公的に認め られ る存在 とな りました。

1978年 後半，教会 は公式 に西アフリカでの活

動を開始 しました。ふさわしい男性であればだ

れで も神権 に聖任 されるとい う，1978年6月 の

啓示によって，アフリカ の会員にも自国の会員

から導きを受け，福音の祝福 を余す ところな く

受けられる道が開かれたので した。最初の年，

3組 の夫婦宣教師がいただけだったにもかかわ ら

ず，西 アフリカでは実に1，700人以上の人々が改

宗 しました。

福音 は，「備えられた人々，すなわ ち神 のみた まによ

り備えられた人々にもたらされるのです」 と七十人のア

レクサ ンダー ・B・ モ リソン長老は語 ってい ます。「学

ぶに熱心で，理解するに早 く，聞 く耳を持 ち，感受性が

鋭 く，霊的に敏感で，命のパ ンと水に飢 え渇い

ているこれらの人々は，福音の訪れるその

日のために長い間備 えられて きたのです。」

(「エンサイン」1987年11月 号，p.25)

1978年 にあの初期の宣教師が派遣 さ

れて以来，何百人 という宣教師が後に

続 きました。その大半がアメリカとカ

ナダ出身の夫婦宣教師でした。西アフ

リカからも，数多 くの若い男女が宣教師

として召 され，母国で また海外で奉仕 しま

した。西アフリカは，末日聖徒イエス ・キリス

ト教会の新たな伝道地のひ とつ として，今 日際

西アフリカの教会員の芸術作品 と記録的写真

を紹介 しましょう。 これ らの作品および写真は，

ソル トレー クシティーにある教会歴史美術館に，

西 アフリカの末 日聖徒」

として展示 されているものの一部です。アフリ

カの末 日聖徒の福音に対す る証 を視覚的に表現

した初期の作品 と言えるで しょう。□

マ ー ジ ョ リー ・ドレ ーパ ー ・コ ンダ ー は教 会歴 史美 術 館 館

このナイジェリア製のつえは指導者の象徴

で，スペンサー ・W・ キンボール大管長に贈られ



















ガ ー ナの

プ リシ ラ ・サ ン プ ソン ーデー ビ ス

プ リシ ラ ・サ ンプ ソン ーデー ビスが

最初 に宣 教 師 に会 った の は，オ ランダ

に住 んで いた1964年 の こ とです 。夫 は

宣教 師 の話 を聞 こ う とは し ませ ん で し

たが， サ ンプ ソン ーデー ビス姉 妹 は興

味 を引か れ， モル モ ン経 を読 み ま した。

その後 家族 が ガ ーナ に戻 った時 ，姉 妹

は ジ ョン ソン兄 弟 の グル ー プが教会 の

教 義 を研 究 して い るの を知 り，活 発 に

参加 す る よ うにな りました。 そ して14

年後 ，彼 女 と子供 たち はガ ーナ に派遣

された宣 教師 に よってバ プテ スマ を受

けた最初 のグル ー プ に加 わ っ たの です。

教 会 に入 っ て後 の ある 日曜 日，彼 女
せいさん

は示現 を見 ま した。 そ こは聖餐 会 の よ

うで した。 白い衣服 に身 を包 んだ人 が

説 教台 の前 に立 ち， 姉妹 を招 いて い ま

す。 「私 は行 って その横 に立 ち ま した。

す る と彼 は，振 り返 って礼 拝堂 の人 々

が聖 餐会 を楽 しんで い るか どうか顔 を

見 てみ る よ うに と言 い ま した。言 わ れ

た とお りにす る と，何 人 かが 頭 を垂 れ

て い るのが見 え ました。 その人 は，賛

美歌 を歌 って いな い人 た ちが いる のは

なぜか と尋 ね ま した。私 は 『学校 に行

った こ とが な いの で英語 が読 めな いか

らです 。歌 う ことがで きない.ので頭 を

垂 れて い るので す』 と答 え ました。

す る とそ の人 は， 『英 語 が 読 めな い

た め に賛 美歌 を歌 うこ との で きな い兄

弟 姉 妹 た ち を助 け た い とは思 わ な い

か 』 と言 い ま した 。」

姉 妹 は書 くこ とが それ ほ ど得 意 で な

か った に もか か わ らず ， 「や っ て み ま

す 」 と答 え てい ま した。

夢 は そ こで 終 わ りました。 サ ンプ ソ

ン ーデー ビス姉妹 はす ぐに 『イ ス ラエ

ル の救 い主』 を母 国語 に翻 訳 したの で

す。 そ して姉 妹 は続 けてモ ルモ ン経，

教 義 と聖約 ，高価 な る真珠 ，福 音 の原則 ，

そ して その ほか の教会 の出版 物 を翻訳

し始 め ました。(以 上 現在 出版 準備 中)

モ ルモ ン経 の翻 訳許 可 を申請 す るに当

たっ て，彼 女 は こ う言 って い ます。

「伝道 部 長 と翻 訳 に つ い て話 し合 っ

た時， 伝道 部長 は翻 訳 を続 ける よう に

と.言っ て くれ ました… …。

モ ル モ ン経 を翻 訳 しなが ら心 はよい

思い で満 た され ま した。 そ して， この

仕 事 は確 か に主 が望 んで お られ るの だ

と確信 で き ました。 とき ど き翻 訳 中 に，

あ る単語 や語 句 を使 お う とす る と，急

にま るで だれか が後 ろに立 って話 しか

けて い る よ うに， 『い や， こち らの言

葉 を使 い な さ い』 とか， 『そ の言 葉 は

いけ ない』 とい う声 が 聞 こ えて くるの

で す。 私 は消 しゴム をいつ も離 しませ

んで した。 なぜ な ら， みた まが いつ も

教 えて くだ さって いたか らです。」

ナ イ ジェ リアの

クレ メン ト ・エ ン ワフ ォル

会員 た ち は この新 たな信 仰 を熱心 に，

しか も非常 に開放 的 に分 かち合 ってい

ます 。 た とえば， ク レメ ン ト ・エ ンワ

フ ォル医 師 は， 患者 の父親 で あ るルー

ベ ン ・オ ヌ オ コア を通 して福音 に導 か

れ ま した。 エ ンワ フ ォル 医 師 は100万

を超 えるナ イ ジェ リア人 の首 席 医務 官

で あ り， アバ で は非 常 に高名 で信 望 の

あ る市民 で す。 あ る 日， そのエ ンワ フ

ォル医 師 の所 に健康 診 断 のた め娘 を連

れ て行 っ たオ ヌオ コア兄 弟 は， きっ ぱ

りこ う言 い切 りま した。 「りっ ぱな 肩

書 きや地位 が あ って も， まだ エ ンワ フ

ォル 医師 に は欠 けて い る ことがひ とつ

あ ります。 それ は 『この宇 宙 で あな た

に生 を与 えて くだ さった 主 に奉 仕 す る

こ と』で す。」

この大 胆 な言葉 に接 してか ら程 な く

して， エ ンワ フ ォル 医師 は福 音 を受 け

入 れ ま した。 こ う言 っ てい ます 。「ま

るで 生 まれ 変 わ っ た よ う に感 じ.まし

た。」1988年5月15日 ， ニ ー ル ・A・

マ ックス ウ ェル長老 が ナ イジ ェ リアの

アバ に西 ア フ リカ初 の ス テー キ部 を組
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驚 織
攣

幽
左から右 日曜の朝，木の枝を使ってチュルの聖徒たちが集会所に使うあずまやの掃き掃除;をする子供たち。

水槽がバプテスマフォント用にナイロビからチュルまで運ばれてきた。

新しいフォントの中に立つジュリアス ・カスー工兄弟。

ら，聖餐 の歌 を歌 って聖餐 の準備 に入

ります。 それか らひざ まず いて祝 福 し

て，聖餐 をいた だ き，いつ もしてい るよ

うに聖餐 の後 は布 で覆 い， 自分 で話 を，

つ ま り証 を します。 そ して 日曜学 校 の

よ うに歌 を歌 ってか ら 『福 音 の原 則』

を読 み ます。 それか ら， い った ん祈 り

で 会 を閉 じ， 次 は神権 会 を開 き ました。

賛 美歌 を歌 って祈 り，『メル キゼデ ク神

権 者用個 人学 習 ガ イ ド』 か ら選 ん だ レ

ッス ン を勉 強 し ました。 そ れか らも う

一 度賛 美歌 と祈 りで会 を閉 じま した
。」

家 に戻 って2カ 月 してか ら， ロバ ー

トは タ ンザ ニ アに派遣 され た最初 の宣

教 師， ラー ベイ ・カ フー ン と夫人 のジ

ョイ スか ら手 紙 を受 け取 りました。通

訳 として奉 仕 して ほ しい と要 請 して き

たので す。 ロバ ー トは快 諾 し， ふ た り

のい るダル エ スサ ラー ム まで赴 きま し

た。 そ してダル エ スサ ラー ム滞在 中に，

ナイ ロ ビか らの改宗 者 ジ ョイ ・ナ シウ

マ と出会 って結婚 し，1993年7月 ， ふ

た りは南 ア フ リカの ヨハ ネ ス ブル ク神

殿 で その結婚 を結 び固 め る こ とがで き

ました。

ケ ニ ヤ の ベ ン ソ ン ・カ ス ー エ と

ニ ク ソ ン ・カ ス ー エ

ケニ ヤの初期 の改 宗者 の 中 にベ ン ソ

ン ・カ スーエ とニ ク ソン ・カス ーエ と

い うふ た りの兄弟 が い ま した。ベ ン ソ

ンは18歳 くらい の時 に アメ リカ人 の デ

ニ ス ・チ ャイル ズ兄弟 とそ の家族 に福

音 を紹介 され ま した。 チ ャイル ズ兄弟

は ケニ ヤで研 究活 動 して い た獣 医で，

ベ ン ソン はその手 伝 い に雇わ れ たの で

した。ふ た りの 問 に友 情 が芽 生 え，ベ

ンソ ンは教会 に関心 を持 っ よ うにな り

ました。 そ して弟 に も福音 を紹介 した

ので す。 宣教 師 が初 めて ケニ ヤ に送 ら

れ て きた時， このふ た りの兄 弟 は宣教

師 とと もに福 音 を学 び，バ プテ スマ を

受 け た い と望 み ま した。 しか し，「い

つ まで た って もバ プテ スマが 受 け られ

る兆 しは あ りませ んで した。 教会 が正

式 な登録 を拒 否 され て いたか らです。

4年 ほ ど待 ち ま した。で き得 るか ぎ り

の ことを し ましたが ，バ プ テス マ を受

ける こ とはで き ませ んで した。神 が私

を試 してお られ る のか もしれ な い と思

い， 繰 り返 し断 食 して 祈 り続 け ま し

た。」

教 会 の正式 な登録 が認 め られ なか っ

た た め， バ プ テスマ を受 けたい と望 む

人 は政府 か ら特別 な許 可 を得 な けれ ば

な りませ ん。1985年 ，家庭 で 自分 た ち

だ けがバ プテ スマ を受 け る許 可 を得，

ふ た りの カスー 工兄 弟 は よ うや くバ プ

テ スマ を受 け る こ とがで きま した。 そ

し て1986年 ， ベ ン ソ ン とニ ク ソ ン は ケ

ニ ヤ 人 初 の 専 任 宣 教 師 と し て ， ベ ン ソ

ン は ア メ リカ の カ リ フ ォル ニ ア に， ニ

ク ソ ン は ワ シ ン ト ンD.C.に 召 さ れ ま

し た 。

チ ュルの聖 徒 た ち

ベ ン ソン とニ クソ ンの兄 弟 は伝 道終

了後 そ れぞ れ神殿 で結 婚 し， 福音 を分

か ち合 い続 け ま した。 教会 に紹 介 した

人 たち の中 に は兄 のジ ュ リアス もい ま

す。4年 間求 道者 として教会 につ いて

学 んだ後 ， ジ ュ リアス は教会 に改宗 し

て ケニ ヤの首 都 ナ イ ロ ビ の南 東 約250

キ ロの農村 地 帯 に あ るチ ュル村 に移 り

住 み ま した。 ジ ュ リア ス と妻 の サ ビナ

はそ この支部 の 中心 的 な存在 とな って

活動 す る よ うにな りま した。 以下 のチ

ュルの聖 徒 た ちの経験 は， ア フ リカ じ

ゅうの聖 徒 た ちの信仰 を代表 して い る

と も言 え ます。

チ ュルの聖 徒 た ち は， 礼拝 用 に40人

ほ どを収 容 で き る小 さな あず まや を建

て ま した。壁 は木 の枝 を組 み立 て て作

り， 屋根 は波 型 の トタ ン とや しの枝 で

で きて い ま した。毎週 日曜 の朝 に は小

さな子供 た ちが木 の枝 を ほ うき代 わ り

に して建 物 を掃 い て回 りま した。

ほか の地域 か ら隔離 され た未 開発 な
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環 境 の ため，バ プテ スマ の ため に も特

別 な配 慮が 必 要で した。バ プテ スマ フ

ォ ン ト用 に ナイ ロ ビか ら水 槽 が運搬 さ

れて きま した。井戸 か ら必 要 な水 を く

み上 げ て フォ ン トまで6キ ロの道 を運

ぶ のに5時 間 かか りま した。 そ の うえ，

バ プテ スマ を受 け る人 た ちが水 を じゅ

うぶ んか ぶれ るよ うに，10人 の大 人が

フ ォ ン トの中 に立 って水位 を上 げな け

れ ばな りませ ん。 最初 のバ プテ スマ会

を 目指 して40人 の求道 者が レ ッス ン と

面 接 を受 けま した。 この人 たちが バ プ

テス マ を受 けて教 会 に加 わ る と支 部 の

会 員数 は2倍 近 くに跳 ね上 が りま した。

1993年8月 現 在， チ ュル にはふ たつ の

支 部 が あ り，会 員 数 は合 わ せ て350人

を数 えてい ます。

1992年 ， チ ュル地方 は深 刻 な干 ばっ

に襲 わ れ，聖 徒 た ち は飢 えに悩 まされ

て い ま した。 ラ リー ・ブラ ウ ン伝 道部

長 と当時 チ ュル支 部長 を務 めて い たジ

ュ リアス ・カス ー工兄 弟 の指 示 の下 に，

聖徒 た ち を苦 しみ か ら救 うた め3，400

ポン ドの とうも ろこ し と豆 を搬入 す る

こ とにな り， 夫婦 で伝 道 してい た テ ッ

ド ・マ クニ ール夫 妻 は， この食糧 輸送

の ため にナ イ ロ ビか ら非 常 に厳 しい旅

をす る こ とに な りま した。 マ クニ ール

長老 は当時 を思 い 出 して こ う言 って い

ます。

「村 か ら8人 の女 性 が手 伝 い に来 て

いて， トラ ッ クの前 の大 きな火 山岩 を

転 が して は道 を作 ってい くので す。 あ

んな に重労 働 に耐 える女性 は見 た こ と

が あ りませ ん。私 はず っ と建設 関係 の

仕事 に従 事 して い ま したが， あ んな部

下 が い た ら と思 い ま した よ。」

17袋 の食 糧 を積 んだ トラッ クが到着

した時，村 は喜 びで あふ れ ま した。 カ

スー 工支 部長 夫妻 は夜 を徹 して か ゆを

作 り，飢 えで 衰弱 して床 か ら起 き上 が

れ ない多 くの聖徒 たち に届 けて 回 りま

した。 そ して支部 長 は，全 家族 を訪問

して何が 必要 か を調 べ ま した。

教 会員 を将 来 の緊 急時 に備 えるた め

に， 干 ばつ に強 い作物 を作 る計 画 が立

て られ ました。 しか し， いか に干 ばつ

に強 い作 物 で も， あ る程 度 の水分 が な

けれ ば育 つ もので はあ りませ ん。 とこ

ろが その地域 には，2年 近 く一滴 の 雨

も降 らなか っ たので す。 そ こで1992年

10月21日 ，教 会 員40人 と教 会 員 で はな

い60人 の村人 が 集 ま って作付 けを し，

その後 で主 に雨 の祝 福 を願 う特別 な断

食 を行 な い ました。 そ して教 会 の映画

「天 の窓」 が
，電 気 の あ る数少 な い公

営施 設 で上映 され ま した。 それ か ら1

週 間 とた たな い うち に待 望 の雨 が降 っ

た ので す。作 物 も， そ して人 々 の信仰

も成 長 しま した。 そ して その年 ， チ ュ

ル村 は豊作 に恵 まれ たの で した。

人皆神のみ前に等しく

福音 の回復 の初 期 の よ うに，改宗 者

が福音 を分 か ち合 い， チ ャ レ ンジ を乗

り越 え よ う と努力 す る につれ， ア フ リ

カ にお け る教 会 は急激 に成 長 して い き

ました。神 権 の啓 示か ら15年 た った現

在 ， ア フ リカの黒 人聖 徒数 は教 会初 期

の成長 に匹敵 す る勢 いで成 長 を続 けて
み もと

い ます。 主 は まさ に 「万人 が 主 の御 許

へ 来 て主 の め ぐみ にあず か るよ うに招

きた もう て い る」 ので す。 「それ で あ

るか ら， 主 の御許 へ くる者 は黒人 と白

人 ，奴 隷 と自由人 ，男 と女 の区別 な く
たれ

誰 も拒 みた もう こ ともない。 また主 は

異 教徒 さ え もか え りみ た もうか ら，神

の御 前 に は…… み な平 等 」 なので す。

(IIニ ー フ ァイ26=33)

主 が ア フ リカ の人 々 を愛 し，忍 耐強

い この民 を祝 福 したい と望 んでお られ

るの は明 らかで す。教 会 はア フ リカ の

聖徒 た ちの生 活 に大 きな影響 を与 え，

彼 らも また 同様 に教会 に大 きな影 響 を

与 えて お り，将 来 も与 え続 け る ことで

し ょう。 □

E・ デ ー ル ・ラバ ロ ンは ブ リガム ・ヤン グ

大 学の 教 会歴 史 と教 義 の准 教授 で あ る。
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ことでしょう。実際， ミゲルが大工仕事 をし，ほかの皆

もそれぞれアルバイ トをして2年 間働 き，やっと彼 らの

取 った方法で旅行するだけのお金が得 られたのですか ら。

マレロー家族が取った方法 とは，ワゴン車の旅で した。

ミゲルがワゴン車を改造 して，ふたつのベ ッドを備 えた

キャンプ用自動車にし，皆で車 ごとフェリーに乗 り込ん

だのです。 こうして海上 を旅することから始めましたが，

スペインまでは500マ イル(約800キ ロ)あ りました。

「みんな船酔いをしました。ですか ら，再 び陸を見た

時 は大喜びでした」 とラケルは言います。

しかし，それは旅行のほんの始まりにすぎませんで し

た。この先，何時間 も何時間 も車を運転 してスペイン，

フランス， ドイツを横断し，夜 は星空の下で眠 るのです

から。「退屈 さを紛 らすため，スペインのナンバープレ

ー トを見かけると，クラクションを鳴 らしては手 を振 り

ました。それから，知 っている賛美歌 とスペインの歌は

全部，何度 も何度 も歌いました」とデスィレーは言います。

「パパが運転 して修理 もしたわ」 とラケルが言います。

とりわけ電気系統が故障した時な ど，夜運転 しようとす

れば，数分 ごとに止 まってヘ ッドライ トを修理する必要 ・

があ りました。やっとのことでフランクフル トに到着 し

た時，車を道路の片側 に寄せ，夜明けを待ちました。明

るい中を，迷わずに神殿 まで行 くためでした。

しかし，やっぱり迷 って しまいました。神殿はフラン

クフル ト郊外のフリー ドリヒス ドルフにあるらしいので

すが， ドイツ語が うまく話せず，マレロー家族はなかな

かたどり着けません。結局，スペイン語ので きるタクシ

一運転手にお金を払って，誘導 してもらいました。
「ついに，てっぺんの天使モロナイを見つけた時 は，

すご くうれ しかったわ」 とラケルが言います。「きれい

でした。苦労 してやっとたどり着 けたか ら余計にそう感

じました。」

さて，彼 らは神殿の中でどんな経験 をしたのでしょう。

「結び固めを受 けたのは， とてもすばらしい経験でした。

小 さな子供たちまでみんな白い服 を着て， ほん とうに美

しい と感 じました。今，私たちは，愛する人 たちと永遠

に一緒に暮 らせると確信 しています」 とデスィレーが言

いました。

マレロー家族は神殿で4日 間過 ごしました。両親 は結

び固めをし，年長の子供たちは，死者 のためのバプテス

マを受けました。やがて神殿 を去 る時が来 ました。皆な

かなか出発する気 になれ ませんで した。 これか ら長 く退

屈な道のりが待ち構 えていると思 うとなおさらで した。

しかし，彼 らの人生 はこの4日 間で変 わ りました。

「言い争いも少な くな りました。自分たちが永遠の家族

であるとわかったからです」 とラケルが言います。

デスィレーもこう語ってい ます。「あの旅行 は，人生

にも似た経験で した。私たちは困難な時を乗 り越え，一

生懸命に働かなければなりません。で もそうすることで

日の光栄の王国に行 けるのなら，努力する価値があると

思 うんです。旅行の時 も私たちは，た くさんの犠牲 を払

ったので，みんなで一緒にた どり着 くことができたんで

す。」□

神殿に入るためには

神殿訪問には，多 くの準備が必要

です。神殿に参入する場合，死者の

ためのバプテスマを受 けるためであ

っても，家族の結び固めであって も

知 ってお くべきことがい くつかあ り

ます。

●12歳 か ら18歳 までの人 は，「限

定推薦状」が必要です。この推薦状

を受 けるためには，監督 との個人面

接が必要にな ります。男性はアロン

神権 を受けていなければなりません。

●神殿 に事前に電話 を入れ，自分

が受 けようとする儀式の 日時 を予定

表に書き込む。

●神殿 に参入する場合は，安息日

の服装を心がけるべ きです。神殿 内

では特別な白い衣服に着替 えます。

●この経験が人生で最：も大切な霊

的経験のひ とつになることを心に留

めてください。戒 めを守 り，祈 り，

聖典を勉強し， 日の光栄の家族 とし

て愛に満ちた態度でふ さわし く生活

するなど，で きるかぎり早 い時期か

ら備えて ください。□
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十二使徒定員会会員
■

マ ー ビ ン ・J・ ア シ ュ トン 長 老 逝 去

1994年2月25日 ， 十二 使徒 定 員会 会員 の マー ビン ・J・ アシ ュ トン

長老 が ユ タ州 ソル トレー ク シテ ィー 内の 病 院で逝 去 した。享 年78歳 。

葬儀 は3月E日 ソル ト レー ク ・タバ ナ クル で行 なわ れ た。

マ ー ビ ン ・ J・ ア シ ュ トン長 老

友，擁護者の死

十 二 使 徒定 員会 会 員 マー ビ ン ・J・

ア シ ュ トン長 老 の教 えは愛 と平安 の教

えで あ り，主 の助 けが あれ ば， いつ で

も悔 い改 め てや り直 す ことが で きる と

い う確 信 を与 えて くれ る もので した 。

静 か で あ りな が ら力 に満 ちた その 声

は，1994年2月25日 ， ソル トレー ク シ

テ ィー の病院 で ア シ ュ トン長 老 が78歳

の生 涯 を閉 じた瞬 間 に， もはや 聞 けな

くな って しまい ました。 しか し， その

教 え はア シュ トン長 老 の説教 に聞 き入

っ た こ とのあ る人 々 の心 にいつ まで も

残 るで し ょう。 ア シ ュ トン長 老 の教 え

は人 々 に人 間 の真 の姿 と可能 な行 く末

を示 す ものだ ったか らです。

「私 た ち は何 の た め かわ か らず に強

い あ こがれ を感 じる こ とが あ ります が，

お そ ら くそれ は私 た ちの心 の 中心で あ

る主 を求 め， 主 か ら離 れず， この世 が

与 え る もの よ りもよ り高 く， よ り良 く，

よ り満 ち足 りた もの を求 めて い るので

はな いで し ょ うか。 … …郷愁 の念 が こ

の世 で正 し く生 活 す るの に必 要 な動 機

とな り，天 の家 へ帰 り父 な る神 と共 に

永 遠 に住 め るよ うに … …。」(『郷 愁 』

「聖 徒 の 道」1993年1月 号
，p.27)ア

シ ュ トン長 老 は， 自身 に とっ て最後 と

なっ た総大 会 の説教 の中 でそ の よ うに

語 りま した。

ア シ ュ トン長 老 の葬儀 は，3月2日 ，

ほぼ満 員 の ソル トレー ク ・タバ ナ クル

で行 なわ れ ま した。 大 管長 会 か らは ゴ

ー ドン ・B・ ヒ ンク レー第 一 副 管長 と

トー マ ス ・S・ モ ン ソ ン第 二 副 管 長 が

話 者 として壇上 に立 ち，十 二使 徒定 員

会 の ダ リン ・H・ オ ー クス長 老 ，七 十

人 の ジ ェ フ リー ・R・ ホ ラ ン ド長 老，

そ して ア シ ュ トン夫 妻 の子息 で あ るス

チ ーブ ン ・K・ ア シュ トン兄 弟 とM・

ジ ョン ・ア シュ トン兄 弟 も話 を しま し

た。

オー クス長 老 はその話 の 中で， アシ

ュ トン長 老 につ い て こ う語 って い ます。

「若 い人 々 と きわ め て親 密 な関 係 を維

持 して い る人 で した。心 が 広 く， 思 い

や りが あ り，慈 悲 の心 に満 ち た賢明 な

方 で した。 ア シ ュ トン長 老 の用意 す る

プ ロ グラム は， 可能 な か ぎ り人の 成長

の た めに配慮 す る もの で した。 … …助

けを必 要 とす る人 のた め に働 くとい う

アシ ュ トン長老 の決 意 は固 く，終 生 変

わ りませ んで した。」

モ ン ソン副管 長 は ア シュ トン長老 を

次 の よ うに評 し ま した。 「人 間 の高貴

な尊 さ を信 じる人 で した。 どの人 に も

神 とな るべ き力 が備 わ って い る こ とを

理 解 して いて， どの人 と もそ の ように

接 し ました。 つ ま り，相 手 の過 去 の姿

に 目を向 け るので は な く， そ の可能性 ，

あ るべ き姿 を心 に留 め ました。 … …マ

ー ビ ン ・J・ ア シ ュ トン長 老 は， 機 会

を生 か し， 必要 な行 動 を起 こし，称 賛
はらから

の言葉 を忘 れ ず，神 と同胞 の ため に働

くこ とをすべ て の人 々 に教 えま した。

ア シュ トン長老 は実 に愛 の深 い人 で し

た。」

ヒ ンク レー副 管 長 は， ソル トレー ク

神 殿 で アシ ュ トン長老 が十 二使 徒 の兄
あかし

弟 た ち に残 した最 後 の証 を紹介 し まし

た。 「『心 に浮 かぶ ひ とつ の言葉 が あ る

とす れ ば， それ は 「感 謝」 とい う言葉

です。 この場 に臨 み， 神 の み業 に携わ

れ る とい う事 実 に感 謝 します 。私 た ち

は とき として， 急 ぎす ぎて はな らな い

とい う点 に もっ と心 を留 めな けれ ばな

らな い こ とが あ ります。 主が このみ業

を指 導 し，私 たち の置 かれ てい る状 況

を理 解 して い らっ し ゃ る か らで す。

… …私 は主 を愛 し， 主が 与 えて くだ さ

った祝福 に感 謝 してい ます。」

ア シ ュ トン長 老 は1971年12月2日 に

十二 使徒 定 員会 会員 に聖 任 され ました。

ア シ ュ トン長 老 の使 徒 として の先 任順

位 は，亡 くな る時点 で， ベ ンソ ン大管

長 か ら数 えて6番 目で した。 十 二使徒

定員 会会 員 にな る前 は，1969年10月3

日か ら， 十 二使 徒補 助 として働 いて い

ま した。

19/5年5月6日 ， ソル トレー クシテ

ィー で マー ビ ン 。0・ ア シ ュ トン， レ

イ ・ジ ェレ ミー ・ア シ ュ トン夫 妻 の間

に誕 生 したア シ ュ トン長 老 は， 父親 の

名前 にち なん で命名 され ま した。 ア シ

ュ トン長 老 の 父親 は， そ の後 の1938年

か ら， 亡 くな る1946年 まで，教 会 の管

1理監 督 会 の一 員 として働 いて い ます
。

幼 い マー ビンの両親 は， その3人 の息

子 と3人 の娘 た ちに とって，誠 実 と奉

仕 の模 範 で した。家 庭 で は，福 音 の標

準 を守 り， 教会 で奉 仕 す る こ とが 当た

り前 に なって い ま した。

勤勉 も ここで は当然 の家 風 で した。

ロー カ ル
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マ ー ビン ・Jは ウサ ギ とハ トを飼 い，

家 族 の もの だ った 約2，400坪 の 農場 で

働 き， 高校 時代 ，大 学時代 を通 じて 父

親 の経 営す る金物 店 の仕 事 を手伝 い ま

した。

マ ー ビ ン ・J・ア シ ュ トン長 老 は生

涯 を通 じて若 い人 々 ため に働 く数多 く 、

の機会 を持 ち， それ を楽 しん でい ま し

た。教 会幹 部 と して召 され る以 前 に ア

シュ トン長老 は若 い男 性相 互発 達協 会

(現在 の若 い男 性組 織)で21年 間責任 を

果 た しま した。 この うち，10年 間 を中

央管 理会 の一 員 として，11年 間 を その

会長 会 の中 で働 きま した。教 会 の青 少

年 プ ログ ラム を携 えて世 界 じゅ うのユ

ニ ッ トを回っ た ものです 。

1993年5月 ， イ ンス テ ィテ ユー トの

学生 たち を前 に して， ア シ ュ トン長 老

は次 の よ うに語 りま した。 「私 は若 い

人々 が大好 きです。 若人 の皆 さ んか ら

信頼 を寄 せ られ る友 とな れ る よう， 長

年 にわ た って努 めて きま した。 別 に そ

れ を誇示 す るつ も りは あ りませ ん。皆

さん の友 で あ り，擁護 者 で あ りたい と

静 か に考 えて いる だ けで す。 そして，

皆 さんに対 し， 心か らの愛 と，激 励 し

たい気持 ち と， 深 い尊敬 の念 を抱 いて

い ます。」(「ソル トレ ー ク ・タバ ナ ク

ルで のセ ン トラルバ レー ・イ ンス テ ィ

テ ユー トの学生 た ちへ の説教 」1993年

5月16日)ア シ ュ トン長 老 を知 る人 々

は，確 か に彼 が この言葉 どお りの人 で

あ る こ とを知 って い ます。

アシ ュ トン長 老 はスポ ー ツ を愛 して

い ました。 また，個 人 の体 力 の維持 ，

若 い人々 との交流 ， さ らに は彼 らの人

格形 成 とい う点 で， ス ポー ツの価 値 を

認 め て い ま し た。YMMIAの フ ィ ー

ル ド競技 会 を指 導 して いた時 代 に は，

若者 たち の参 加 で きる活 動種 目が著 し

く増 え まし た。「だ れ もが 体 力 作 りを

す る必 要が あ ります。」 ア シ ュ トン長

老 はそ う説 くことで知 られ て お り， 自

身 もそ の とお り実行 し ました。

青年 時代 に教 会 のバ ス ケ ッ トボール

で著 しい成.績を上 げ てい たア シ ュ トン

長老 は， イ ギ リス諸島 で専 任宣 教 師 と

して伝 道 してい た当時 ，全 英選 手権 で

優勝 した 末 日聖徒 宣教 師 チー ム のキ ャ

プテ ンを務 めて い ま した。 テニ スで は，

幼 い こ ろ兄 の ウェ ンデル との間 に始 ま

っ た腕 くらべ が70年 も続 きま した。 ア

シュ トン長老 は， とき どき冗 談 めか し

て こう漏 ら してい ま した。 ノー マ ・バ

ー ンス トン と最初 にデ ー トした理 由の

ひ とつ は，、彼 女 の両 親 が テニ ス コー ト

を持 って いた か らだ， と。 ア シ ュ トン

長 老 とバ ー ンス トン姉妹 は，1940年 に

ソ ル トレー ク神 殿 で 結 婚 し ま し た。

1951年 には，教 会 全体 で行 なわれ た テ

ニ スの ダブル ス選 手権 で の優勝 チ ー ム

に属 し，1954年 に は夫 婦 で混 合 ダブル

ス選手 権 に勝 利 を収 め，1969年 に はや

は り夫婦 で教 会全 体 の競 技会 の決 勝 ま

で残 りました。 ア シ ュ トン長 老 は 自身

の体 力作 りの ため にテ ニス とジ ョギ ン

グ をず っ と続 け ま した。

さ らに， ア シ ュ トン長 老 の生涯 は，

霊 的 な事 柄 と物 質 的 な事 柄 ，世俗 的な

仕 事 の管理 と慈 悲深 い愛 を必要 と して

い る人 へ の対応 との間 に， み ご となバ

ラ ンス を保 って い ま した。

アシ ュ トン長老 は， 教会 の内外 にお

い てあ まね くそ の管理 経営 手腕 のす ば

らし さで知 られ て い ました。 ア シ ュ ト

ン長老 は教 会 の指 導者 訓練 委 員会 の委

員長 ， コー リレー シ ョン役員 会 お よび

中央福 祉 活動 委 員会 の役 員 を亡 くな る

まで務 め ま した。 さ らに，教 会教 育 管

理会 な らび に教 会教 育役 員会 に籍 を置

き， ブ リガム ・ヤ ン グ大 学 の理事 も務

め ま した。 ブ リガ ム ・ヤ ング大 学 か ら

は名誉 人文 学博 士号 を授 与 され て い ま

す 。 また， ユ タ大 学.を卒業 した アシ ュ

トン長 老 は， 同大 学か ら傑 出 した卒業

生 に送 られ る特 別 賞 と名誉 法学 博 士号

を授与 され てい ます。 ユ タ州 の州 立大

学 評議 員 と して高 等教 育 の ため に も尽

くし ました。

教 会幹部 として召 され る以 前 のマ ー

ビ ン ・J・ア シ ュ トン長 老 は， み ず か

ら設 立 した製 材会 社 の副 社長 として働

き，1957年 か ら1961年 まで はユ タ州 の

州議 会議 員 を務 め ま した。 さ らに長 年

にわ たっ て実業 界 で数 々 の要職 に携 わ

って きま した。 デゼ レ ト出版 社 お よび

ZCMIデ パ ー ト組 織 の社長 ，教 会 が 保

有 す る不動 産資 本 の管 理 を委託 されて

い るシオ ン証券 会社 の副社 長， フ ァー

ス ト ・セ キ ュ リテ ィー ・コー ポ レー シ

ョン&ベ ネ フ ィシ ャ リー ・デベ ロプ メ

ン ト ・コー ポ レー シ ョンの取締 役 な ど
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が挙 げ られ ます 。

ビジネ スマ ン と して また行 政 官 とし

て の マ ー ビ ン ・J・ア シ ュ トン長 老 の

生活 には霊 的 な価値 観 が しっか りと根

を下 ろ し， 必要 を抱 えた人 々 の援助 に

献 身 す る姿 が あ りま した。 た とえば州

議 会議 員 時代 に は，少 年拘 置所 の改善

運 動 の先頭 に立 ち，十 二使 徒補 助 の時

代 に は，教 会 の統 合 社 会 事 業 計 画(現

教 会 社会 福 祉 課)の 初 代 運 営委 員長 に

就 任 しま した。 ア シ ュ トン長 老 は教会

の この部 門 を担 当 した期 間 ，青 少年 の

カウ ンセ リング，里 子 の養育 ， 受刑 者

の更 生， 養 子縁 組， イ ンデ ィア ン学 生

の援 助 な ど，個 人 の福祉 問 題 を扱 うプ

ログ ラム と取 り組 んで い ます。 長老 は

受刑 者 に手 を差 し伸 べ るため に尽力 し

ま した。 ユ タ州 立 刑務 所 内の宗 派 を越

えて使 用 で き る新 しい礼拝 堂 の建設 も

その成 果 の ひ とつで す。

ア シュ トン長老 が個 人 的 に示 す模範

の影 響力 は きわ めて 強 い もので した。

ユ タ州立 刑務 所 の あ る若 い受 刑者 は，

ア シ ュ トン長 老 か ら示 され た個人 的 な

愛 に こた えて， 生活 を変 え， つい に は

神殿 結婚 す るまで に な りま した。 かつ

て服 役 して い た彼 の言 葉 で す。 「主 の

使徒 が 私 の よ うな者 に握 手 を して くだ

さ る と知 った とき， 自分 は きっ と価 値

のあ る者 なの だ と思 い ま した。」

マ ー ビ ン ・J・ア シ ュ トン長 老 は こ

う述 べ た こ とが あ ります 。 「ふ さ わ し

さ とは どの よ うな ものか理 解 してい な

い人 が， か な りた くさ んい る よ うで す。

ふ さわ し さ とは成 長過 程 にお ける努 力

の表 われ で あ り， 完 全へ の歩 み は永遠

に続 く旅 で す。私 たち は今 は完全 で な

くて も， あ る種 の特 権 を享受 す るだ け

の ふ さわ し さを備 え る こ とがで きるの

で す。」(『ふ さわ し さにつ いて』 「聖 徒

の道 」1989年7月 号 ，p.22)

別 の総大 会 で は次 の よう に教 え まし

た。「神 権 を持 つ若 人 の 皆 さん， 神 は

私 た ちが勝利 の栄光 を手 にす るよ うに

望 ん でお られ ます 。 あ らゆ る敵 に勝 利

を収 め るよ うに望 ん でお られ るのです 。

固い信 念 と勇 気 を持 っ て強 く立 たな け

れ ばな りませ ん。 神 は導 い てお られ ま

す。 負 け る理 由 は あ り ませ ん。」(『山

の ご と く強 く立 つ』 「聖 徒 の 道」1990

年1月 号 ，p.39)
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再組織された

大阪堺ステーキ部長会

去 る1月16日,ア ジ ア北 地域 会長 会会 長 メ リル･J･ベ イ トマ ン長老 管理 の下 に

開催 された 大阪堺 ステー キ部 大会 で,[986年9月 よ りス テー キ部 長 の責任 を果た し
こ まつナしザ みなみもとくに お

て きた小松 忠 兄弟が 解任 され,新 た に南 本 邦雄 兄弟 か召 され た。 第一 副 ス テー キ

部長には,蘇 群 兄弟(写難)か,第 二副ステーキ部長には,鶏 繍 兄弟(写

真 右)が 召 され,そ の任 に 当た るこ とにな る。

聾 畜{垂 燃
轟

なんじ うち
｢『みた ま』は汝 らの心の中 に在 り｣

大阪堺ステーキ部長 南本邦雄

60年 代 後 半,大 学紛 争 の中 に あ

19 っ て,心 はいつ も揺 れ動 い て い

ま した。平和 とは何 か な ど,深 く考 え

させ られ る時期 で した。

1969年9月 末 に,大 学 の先 輩 を訪 れ,

難

難

ふ た りで したたか飲 み,苦 しい一夜 を

過 ごした翌 日の ことです。 大学 の帰 り

道,自 分 のい た らなさ,汚 れ た さま を

深 く悔 い,今 の生 活 を何 とか した い と

思 い,も う決 して酒 は飲 む まい と堅 く

決心 しなが ら歩 い てい ま した。

その時,ふ た りの アメ リカ人 の青年

が,真 正 面 か ら私 に近 づ い て 来 て,

｢お も しろい映 画 が あ るの です が 見 る

時 間 はあ りませ んか｣と 声 をか けて く

れ ました。時 間 に ゆ と りのあ っ た私 は,

素直 に招 きに応 じて,ふ た りに従 って

行 き,神 戸支 部 の一 室で,ジ ョセブ･

ス ミスの最初 の示現 やモ ロナイ の こ と,

モル モ ン経 につい て な どの ス ライ ドを

見 せ て も らい ました。

私 は,特 にモル モ ン経 に興 味 を覚 え,

ぜ ひ勉強 させ て ほ しい と私 か ら長老 に

頼 み ま した。 それ 以降,2,3日 お き

に教 会 に通 い福音 を学 ぶ ようにな り,

次第 に張 りの ある生活 が で き るよ うに

な りま した。

初 めて 日曜学校 に参加 させ て いた だ

いた時 の ことは,今 で もよ く覚 えて い

ます。 ひ と りの同年 輩 の青年 が に こに

こ して迎 えて くだ さ り,玄 関 に入 って

か ら私 が 帰 る まで,集 会 の間ず っ とそ

ば にい て世話 をして くだ さい ま した。

その帰 りには,何 と も言 えな い温 か さ

に体 が包 まれ たの を覚 えてい ます。

あ る朝 た ば こを1箱 買 い,1本 吸 っ

ていつ もの ように宣教 師 の話 を聞 きに

教 会 へ 行 っ た と ころ,｢知 恵 の言葉｣

の レ ッス ンで した。神 様 の教 えを受 け

入 れ よう と思 って いた私 は,主 の助 け

が あって,直 ち にた ば こを断つ こ とが

で き ました。残 り19本 は宣教 師 に預 け

処 分 して も らい,そ れ以 降 は1本 も吸

ってい ませ ん。

しか し自分 の よ うな汚れ た者,罪 深

い者 の祈 りな ど,神 様 はお聞 きにな ら

南本邦雄ステーキ部長の紹介

1948年 兵 庫 県尼崎 市生 まれ。21歳

て バ プ テ ス マ を 受 け,1971年 か ら

【973年まて 日本 西 部伝 道部 て専任 宣

教 師 と して働 く。神 戸 大学教 育 学部

卒。1974年 か ら現在 に至 る まて,中
きようべん

学 校 で 教 鞭 を執 る。 これ まで,副

ステー キ部 長,副 伝 道 部長,ス テー

キ部伝道 部 長,高 等評 議 員,監 督,

副 支部 長 を歴 任 して い る。

南本邦雄ステーキ部長こ家族
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鈴木和夫ステーキ部長の紹介

1947年 東 京都 品川 区生 まれ。明 治

学院 大学社 会学 部 中退。1971年,加

藤 美和 子姉 妹 と結婚 し,1978年,家

族 でバ プ テ スマ を受 け る。現在2人

の子供 が い る。 東京 ス テー キ部 ひば

りケ丘 ワー ド部 所属 。会社 役 員。 こ

れ まで,高 等評 議員,監 督,副 監督,

長 老定 員会 会長 を歴任 して いる。

妻 とは教 会 の友人 と行 ったス キー場

で知 り合 い,1971年 に結婚 し ま した。

目黒 か らひば りケ丘 に移 っ て来 たの は

1975年 の ことです。 そ の時 は まだ,す

ぐ近 くに末 日聖徒 イエス･キ リス ト教

会 が あ る ことな どまっ た く知 りませ ん

で した。

質 素 な身 な りをした宣教 師 の訪問 を

受 けたの は,と て も よ く晴 れ た 日で車

を洗 ってい る時 で した。澄 ん だ熱 い ま

なざ しで,彼 らは真理 を伝 えるた め に

日本 へ伝 道 に来 てい る こ とを告 げま し

た。 私 は手 を止 めふ た りを家 に招 き入

れ,妻 と話 を聞 きま した。 熱 い まなざ

しを した シェ リー とい う宣教 師 の靴下

は,季 節 外れ の厚 い物 で穴 が開 いて い

ま した。靴 もほ とん ど形 が崩 れ てい ま

した。1時 間 ぐ らい の話 は とて も新鮮

で した。話 の途 中で何度 か ぞ くぞ くす

るの を感 じてい ま した。 そ して次 の訪

問 を受 け る約束 を して い ま した。2年

間 自費 で伝 道 に来 てい る こ とを聞 き,

帰 る時 に少 しのお金 を包 ん で渡 そ う と

しま した が,き 然 と断わ られ て し まい

ました。

福 音 を学 び教 会 に も行 き始 め ま した

が,私 た ち夫婦 が そ ろってバ プ テス マ

を受 け るよ うにな る まで にはか な りの

時 間が必 要 で した。 辛抱 強 く宣 教 師や

会員 めか たが たが訪 問 して くれ ま した。

私 はカ トリック教 会 で洗 礼の後,ほ か

の儀 式 も受 け てい ま したので,バ プ テ

ス マ にはか な り抵 抗 が あ りま した。 も

とも と私 は頑 固 な方 で,お 世話 にな っ

た神 父 さんや親 し く語 り合 った仲 間の

こ とを裏 切 る よ うな思い もあ りま した。

で も2年 以上 福音 を学 ん でい る うち に,

知恵 の言 葉 は 自然 に生 活 に入 り込 み,
』否定

で きない真理 を知 るよ うにな って

い ました。 そ して新 しい人 た ち との よ

りよい関 係 も育 って きて お りま した。

新 たな信仰 が 心 に根 を付 け始 めた こ ろ

に は,頑 固 な心 は,必 然 的 に素直 な心

に変化 して き ました。

そ して や っ と,1978年5月28日,東

京 ス テー キ部 セ ンター でバ プテ スマ を

受 け ました。バ プ テス マ を受 けた後,

しば ら くの問,体 じゅ うが温 か くな っ

た こ とをは っ き り覚 えてい ます。 決心

す るまで は とて も慎 重 だっ た妻 は,改

宗 してか らは歩 みが速 くな りました。

それ に引 き替 え私 は会 社 の ラグ ビー部

に所 属 してい て,シ ーズ ン中 は ほ とん

ど教 会 へ行 け ませ んで した。経 済的 に

は苦 しい時期 で したが,妻 はいつ も変

わ らず穏 や か に子 供 たち を育 てて くれ

ま した。

1981年12月,私 たち家族 は悲 し く苦

しい経 験 を しな けれ ばな りませ んで し

た。20日 は初等 協会 の ク リスマ ス会が

あ った 日で した。私 は仕事 の帰 りに家

族 と待 ち合 わせ を して,久 しぶ りに子

供 た ち のた めの買 い物 を し ました。途
りようへい

中で 当時6歳 だ っ た長 男 の亮 平 が 気

持 ちが 悪 くな り,急 い で家 に帰 りまし

た。 それ まで の経験 か ら,風 邪 を引 い

たの だ ろ うと思 い,温 か くして寝 かせ

ました。

翌 日 は私 だ けが教会 へ行 きました。

家 に帰 って間 もな く,亮 平 が 引 き付 け

を起 こしま した。救 急車 が駆 けつ け病

院 へ向 か う途 中,同 乗 した私 は何度 も

｢亮君 頑 張 れ｣と 励 ま しま し たQ病 院

に着 くと,当 直 の先生 は ここで は手 の

施 しよ うが ない と言 い ま した。

また救 急車 に乗 り,ほ か の病 院 ぺ移

動 す る こ とにな りま した。 次 の病院 に

着 い た時 には,呼 吸が 弱 くな って い ま

した。若 い先 生 は皮 でで きた,ま りの

よ うな呼吸器 の先 を子 供 の 口にあて が

い一 定 の間 隔で押 す と,子 供 の胸 は不

自然 にふ くらみ ま した。 しか し この病

院 に も治療 に必要 な設備 が な いの で,

先生 はほか の病院 の手 配 をす るた めに,

急 いで部 屋 を出 て行 き ました。 日曜 日

で どの病 院 もなか なか連 絡 が取 れ ない

ようで した。 や っ と都 内 の大 学病 院 に

移 る こ とに な りま したが,先 生 は その

病 院 に着 くまで命 が もつか どうかわ か

らない と言 い ました。再 び救 急車 に乗

りま した。 先生 は呼吸器 を絶 えず 押 し

なが ら,途 中何 度 か車 を止 め るよ うに

指 示 し聴診 器 で心音 を確 認 しま した。

病院 に着 くと直 ち に集 中治 療室 に入

れ られ,人 工呼 吸器 が取 りつ け られ ま

した。 間 もな く女 の先 生 が来 て急性 脳

症 とい う病 名 を告 げ,｢残 念 なが ら助

か る見込 み はあ りませ ん。万 が一助 か

って も脳 に障害 が残 るで し ょう｣と 言

い ました。人 工呼 吸器 の｢シ ュー ポ ン

… … シュー ポ ン……｣と し)う音 が止 ま

ったの は1月11日 で した。 闘 い は終 わ

り,亮 平 は神 様 のみ もとへ向 かい ま し

た。終 始 私 たち のた め に教会 の多 くの

人 たちが 祈 り励 ま し,無 言 で慰 め助 け

て くれ た こ とは決 して忘 れ る ことが で

きませ ん。

私 は この突然 の 出来事 を機 に,自 分

聖徒 の道/1994年5月 号

6



L

!lr年一ロ

簗孕‡…1髪普蜻〉に。琴△×壬二y(リユ川4r二工=N

魅蚕`!;口

手､レ⊆40

乙工士●

11∫4r。乙工=｣

乙4∠是●

●4ど!てミ

44｢二4r壬》!刈4!て4●

晒_∠和騨ド

曾..

`(圏4母琴鉢⑦(商;メ⑦Y彰翻由払}中脅/y

妾。【字9アつユ4d8`二累{鴎7k面目

04峯(1劉R勲/曜勲鯨皐〉魯母暴警阜好

學`冬え?｢首母譲⑦像4曽等⑬鱈21纂

男`つ4者母つ浸`(へ聯豪一⑦薪十♪
ツぼタむむ

o
,兵詠⑦(墾尋壷¥翠1…轟墾(0穿4曽rミ穿{ユ

ぞン4〃4>甥終･<E4-4∠･<レ21

9ア⑦日蚤`〉量2々舞コ禽字曝劉暴認

。,臥》置と雅尋皐¥罪P29r｢首濠⑦?4Y

彰21嶺由*2謁々…柱1`勲蚕母暴断令つ浸

`(へ毒21ミ弄罐21嘉墨嬉曽ミラ接2々謁(汐ム×

委∠き/`αア回。4つユρ量身皐¥罰

⑦管｢首景ム×ム≠二y⑦靭:≧彰4!碇Y勲蚕

母昇,豊こL田4r訴=〔ゴ｣?〈へ).G藪判〈7

。4つ峯o禦終ム×姿∫き/(o翼霧qつ

9勲4象堰匹(汐f母瞥}牽21∠:丁熱¢憾

。享累(へ}つ年髭9:f管算9`IG21者

覆葛銚(02(表獲。4つ峯α[房R?吾忌

肚騨濠耳ζ雪鰹｢撃秘{薩｣マ｢撃緊翼｣
ツきソぐ　

。4寧冬3銘究2管'峯導(～<字つr濠Rフ9

てヘマ!Σ禦ユ話章Ψ畢豊(oフ`〉尋当}困

宰{つ禦つ:f⑦亜呈`皐マ吸!凛〉}`1鮪

蝉寧4をo享寧(1聾R管てへ}!凄9魁濠

41{宙身壷脅鰹/ソ吾軍α禦判詠畢当!ソ?

傷(緊`(車詠里1⑦霊呈o享累啄4>(ラ勲

つ}6身〉身撃嬰母墨率日9咳。4つ

案峯219纂2}G曇濠吻劉9(へR曾撃

詳〉).G昂鰹…奪21務秘9鯨4>魯母畢

瞥`磁窪濠脇08婁シ8鴎蛋マ箋罐ユ中(P

辮身雛9〈¢回〉∠:工孝9【¢46〆∠
。4つ累量}!確(ラ》準勲蚕景豊騰(o

>･多`}つ蟹濠勲嶋(∂年?算9蓄肴}

つ興濠準4》¢f回}つ妾`勲聰(o傷

4噸凄耳颯圓R雌呈♪〈へ駈年(∂宴4冒等

`§44ユ(へ多(}マ2?4集呈詠車}±3劉

(憐!曜脅(1ξ盈管レqη率日際ユ型嬰

ヨヲ`》!剰,21習±厚(∂呈呈よ4[1尉嘉∠エ

ギ:2:2`21否立厚⑦墨亜勲ユ〔)工N
。4率(へ}

くへ種ゆ3隊4×･くミ(P∠4[1[ヨ`6罫

一ロ丁∠ンく44率壷∠:=〔孝(}穿4覇蠣

鳶昇;普(汐･字劉4率`嘉抽9(へ2吾!系譜

享←判劃図⑦軸⑦⊂)こLK。4つ峯辱身

》(ラ啄撚字Yε鼻9(∂些目聯耳認γ索ユ

つ工】亙2埠マ`o禦副曝仔(OR環纂男

44一雰a･羊ン4442侭〉,β謁⑦妾

4G諏2R2!妾翌21∠:=〔熱¢獲。,喜季

q}つ霧1稼豪胆隼恥⑦6εユ曝葦(OZI

`6gr§字曹弓;σ丁痴YOOO`121ユ4簿1

21∠工孝。幸季qユ》纂豪(汐4つ1種蚤

2悼駈マ撃4晋(∂穿4営琴4寧`↓期

【へ多⑦醤壷¥。目81目9虫;ε661判⑦4

つ暴腫21∠丁ギ22`}用母(一〃べ

身甥II陛螺罐耳国嵜号46～ピよ)o工N

。享峯(へ}6尋〉(字習きξ

多毒演･¢辞46…駄字墨判く7`§44つ季

騰灘騰:蹴量蓼
'胆倒蜻)に

蝉罐菖i日革田壁雪乙工≠･羊,レ⊆40

o.巨⊇.里日准豆i日

彙写算♀屋=1團蚕A日1ユ(汐碓⊇,Y率日
`目8三与斗日‡!1識。

.亘睾つ､じ副i孕G萸レ鐸⑦

9､甲髪普晦剣蛎〉に(り由堅雪ユ∠!;口

ユ中⑦蟹塁レ接副i卑ヨ≧;≧i≡±

皐劉母さ字罰⊃1町(∂♂Lぐロ

(鐸浜･4

･塁≠.の。!ソ吾峯o源}》量2旧(o

寸×6ギ･×丁髪壬[陽管4藁`判つ爵

身寧認!ソ姦(∂禦(汐虫冒導耳4!凍〉).勲6

暫濠啄4嘘`ぎ{吾2酵(へ笛。(〆吾峯!穿

9q判21誰劉藪母隈聾qi婆212募彙2
ヌ　

藁(∂数瞬。4つ翠皐↓ΨR2管勲蒼母

つ浸⑦冥男測準葦)冥普`21目II(∂虫期
くなふ

4G4右91臼く4ム×姜∠y⑦望4牲

。=¥つ累つ･㍗叢Rggr諏身母ユy4(り

》瓢諏壷牙`(汐塊(へ瑚,21(汐;¥9尋R7k

肇ρ量ユマ阜》(汐濁韮21尉一§4翼逞}

つ彦。羊詠9(44皐ユ§字R2曾4鶴孟

無字尋･4歪9`･44!凛9£暫濠薬》(o

(へ劉`算撃qζ票濠壬膨管享藁↓【へ溜尋
　　　

9f⑦3鰹ざ韮04つ峯つ4(へ聾暴母

マ2くへ鯨9諏劉露勲尋9(客壷R6(表鰹



転任のため次の任地へ向かう水野博朗

長老

毒

､勺

ノ

麟 赴 悔

霧
糠

..轟1

ρ1

多

鍬

馨

湾

毒

ドイ ツの フライベ ル ク神 殿 にバ スで片
あかしかい

道36時 間 もか けて 参 入 し,断 食 証 会

で涙 を流 して神 殿 の祝福 を証 す る会員

た ちの姿 には心 を打 たれ ます。 日本 で

は格 安 の｢聖 徒 の 道｣(ロ シ ア 語 版

｢リ アホ ナ｣)も こち らで は とて も手 に

入 らず,会 員 た ち は回 し読 み を してい

ます。 まだ,教 義 と聖 約 の ロシア語版

が 出て いな いた め,彼 らはモル モ ン経

と翻 訳済 み のわず か な資料 で信仰 を使

って固 く立 って い ます 。 ここで は医療

事情 も極端 に悪 く,宣 教師 は病 気 をす

る とモ ス クワか オー ス トリア のウ ィー

ンに送 られ ます。 扶助協 会 で は集 め ら

れ る だけの薬 を集 め,必 要 な会員 たち

に渡 してい ます。 ドイ ツの神 殿参 入 は

薬 を得 るた めの よい機 会で す。先 日5

歳 の会員 の子供 が,手 術 のた め入 院 し

た時 も病 院 に はあ ま り薬が な いので,

会員 た ちが必 要 な薬 を持 って い くとい

う状 況 で した。

社 会主 義 か ら離 れ て 自由 になっ た と

はい え,資 本 主義 経済 に移行 す るのは

大変 な こ.との よ うです 。不安 定 な新 し

い経 済状 態 の中 で人々 は生 きるの に必

死 です。 今年 の冬 は電 力が賄 えな いた

め,家 の暖房 は例 年 の30パ ーセ ン トし

か な く,テ レ ビ も週末 を除 き夜 の6時

か ら12時 まで。 そん な中で 会員 た ちは

聖歌 隊 を組織 し,最 近 始 ま ったセ ミナ

リー,イ ンステ ィテ ユー トで学 び,信

仰 を は ぐ くんで い ます 。す で に この町

か ら20人 以上 の改 宗者 が専任 宣教 師 と

して,ロ シア･サ マ ラ伝 道部 や モ ス ク

ワ･サ ン ク トペ テル ブル グ伝 道部 で活

躍 してい ます。

伝 道活 動 の方 です が,宗 教が 自由 に

な る とと もに あ らゆ る宗教 が一 気 に旧

ソ連 に流 れ込 み,一 種 流行 の ような き

らいす らあ りま したが,徐 々 に人々 も

慣 れ て きて,あ れ も これ もと受 け入 れ

る こ とは な くな り,以 前 に比 べ る と多

少 むず か し くなって きて い る ようです。

伝 道 を目的 とした ビザ の発行 も次 第

にむず か し くなって きて お り,旧 ソ連

圏 に召 され た宣教 師 の多 くがMTCで

任 地変更 を余儀 な くされ,ア メ リカ合

衆 国 内の伝 道部 や スペ イ ン語 圏 に召 さ

れた宣教 師 もい ます 。結局,旧 ソ連 圏

に召 され た宣教 師 の半数 はほか の任 地

へ変更 され た そ うで す。私 たち のグル

ープ は,キ エ フへ ひ と りも欠 けず に入

国で きた最 後 のグル ー プで した。今 の

同僚 はMTCを 終 えて もビザが下 りず,

カ リフ ォルニ アで約2カ 月伝道 してか

らこ こへ来 ま した。 ロシア正教 会 の力

が強 く,外 国人 宣教 師が ここで伝道 で

きな くな る可能 性 もあ るの で,ス テ ー

キ部宣教 師 の育 成が 進 んで い ます 。彼

らは私 た ち とよ く働 き,何 人 か は専 任

宣 教 師 と ともに1日 の大 半 を使 い働 い

てい ます。 こ こで の2番 目の同僚 はチ

ェ コ出身 で したが,彼 が 改宗 した時,

宣 教 師の伝 道 は許可 され て お らず,会

員 た ちが仕 事 の後,自 分 た ちで伝道 し

た そ うで す。

また伝 道 部長 の働 きは大変 な もの で

す。 ビダ ル フ伝 道部 長 と姉妹 の愛 は大

変 深 く,い つ も彼が 主 のみ手 に使 わ れ

て私 たち を導 いて くださ ってい る と強

く感 じます。 また夫 婦宣 教 師の働 き も

偉 大 です。 彼 らは ここで は,神 権 指導

者 で あ り翻 訳者 で あ り宣 教 師で す。言

葉 の面 で は苦労 してい る よ うで すが,

多 くの会員 や求 道者 を助 けてい ます。

多 くの会 員,求 道 者,同 僚 宣教 師 の

模 範,そ して私 を支 えて くれ る家族 の

愛,友 人,日 本 の教 会員 の皆 さん に心

か ら感 謝 して い ます 。 そ して何 よ り,

いつ もい つ も私 を守 り,導 き,助 け,

支 えて くだ さる主 の恵 み と導 きに心 か

ら感謝 してい ます。 与 え られた この機

会 を じ ゅ うぶ ん に生 か して,多 くの

人 々 とこの永遠 の真 理 を分 かち合 い た

い で す。(み ず の･ひ ろ あ き1993年

12月27日 付)
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両親の改宗を通 して
｢主の時｣を

感 じました

東京南ステーキ部渋谷ワード部

前田伸子

92年,入 退 院 や 手 術 を繰 り返 し

19 てい た母が,私 た ちが夏 休 み に

帰省 した際,自 分 か ら｢明 日,教 会 に

行 って み よ うか な｣と 言 い出 しま した。

20年 余 り祈 り続 けて きて,初 めて の言

葉 で した。 それ か ら2カ 月後,数 々 の

主 の導 きと宣 教師 や兄 弟姉 妹 たち の助

けが あっ て,両 親 はそ ろってバ プ テ ス

マ を受 け る こ とがで きま した。 両親 の

改宗 を通 して,私 たち家族 も多 くの祝

福 を受 けま した。 また週 に1度 の神 殿

で の奉仕 の機 会 もあ り,そ れ を助 けて

くれ る子 供 た ち と ともに幸 せ な 日々 を

過 ごして い ました。

そ んな あ る日,元 来,虫 歯 の ない私

が 歯 に痛 みを感 じま した。普通 な ら忙

し さに紛 れ て通院 す る こ とな ど考 え ら

れ な い時期 だ った のです が,思 い切 っ

て近所 の歯科 医 院 を訪 ね ました。結 局,

虫 歯で も何 で もなか っ たので すが,そ
こうくう

の時先生 か ら別 の指摘 を受 け,口 腔 外

科 で診 察 を受 け るよ う紹 介状 をい た だ

きました6当 時私 は,長 男 の学 校 で は

PTAの 役 員 を,次 男 の 幼稚 園 で は幹

事 を務 め,折 々 の行事 のた めに忙 しい

毎 日を過 ご してい ま した。 また,次 男

が 目の手 術 を受 け る こ とな ど もあ り,

私 は紹 介状 を手元 に置 き一 段落 す るの

を待 って い ました。

や っ と時 間が取 れ て2月 に大 学病 院

で 検 査 を受 け ま し たが,そ の 時 に は

｢多分
,だ い じ ょ うぶで し ょ う。 何 か

あ っ た ら,す ぐに電 話 が 行 き ます か

ら｣と い う具 合 で した。安 心 のた め の

検査 と自分 に言 い聞 かせ てい ましたが,

検査 後 の痛 みが思 いの ほかひ どか っ た

の と,何 か導 か れ る もの を感 じ,翌 日,

神殿 に奉 仕 に行 った 時,生 まれて初 め
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ん どが舌 が ん と言 わ れて い ます が,そ

ん な中 で,口 腔外 科 で同様 の手術 を受

けた姉妹 の記事 は大変 な驚 きで した。

手 術後,私 は心 か ら生 きた証 し人 に

な りた い と思 い ま した。 聞 き取 りに く
あかしかい

い とは思 い ま した が,努 め て証 会 に

立 ち ま した。 そ していつ も｢子 供 た ち

のた めに,せ めて次男 がバ プ テス マ を

受 ける まで,せ めて伝 道 に出 る時 まで,

現世 に と どめて おい て くだ さい｣と 祈

って い ました。母 親 としての最低 限 の

務 めで あ る と思 って いた のです 。

とこ ろが あ る証会 で,子 供 たちが ふ

た りそろ って証 をす る姿 を見 て,私 は

改 めて大切 な こ とを確認 し ました。 そ

れ は私が母 親 としてで きる こ とがあ る

とす れ ば,子 供 たちが証 を持 て る よ う

一人 一人 を導 いて あ げる こ と
,そ れが

何 に も増 して大 切 だ とい う ことです。

頭 で はわか って いた つ も りで したが,

福音 の 中 をまっす ぐに歩 んでい る子供

た ちの姿 を見 て,天 のお父様 はすべ て

を祝福 し,与 え て くださ ってい るの を

知 りました。現 世 で の長 らえ よ りも,

どんな に短 い時 間 で も福 音 を知 り平 安

に生活 で きる喜 び の大 きい こ とを感 じ

ます。

昨年 の8月 に は,神 殿 でオ ルガ ニス

トと して奉 仕 させて い ただ ける よ うに

な りました。最近 は続 けてエ ンダ ウメ

ン トを受 け られ るまで に体 力 も回復 し

て きま した。昨年 は先 祖 の身代 わ りの

儀 式 を受 け,10月 には両親 と ともに神

殿 に参入 し結 び 固め を受 け るこ と もで

き ました。

今 回 の手術 を通 して,主 の愛 を よ り

強 く感 じ,そ の祝福 を豊 か にい ただ き

ま した。話 す こ とは少 し不 自由 にな り

ましたが,そ れ まで に も増 して証 を し

た い とい う心 に駆 り立 て られ ます 。歌

うこ とはで きな くな りま したが,心 の

中で思 い っ き り賛美 歌 を歌 って い ます。

手術 の影響 で聞 こえな くな った右 耳 も,

最 近耳 鼻科 の手術 を受 け,よ く聞 こえ

る よ うに な り,ピ アノ を弾 いて も違和

感 が な くな りま した。 体力 も回復 して

きました ので,好 きな車 を運転 しての

通 院 もだい ぶ楽 にな りま した。

た くさん の祝 福 をいた だ き,私 は本

当 に幸 せ に思 い ます。福 音 を知 っ たお

か げで,人 生 の 目的 を見 失 うこ とな く

平 安 に生活 で き る こと,ど んな ときに

あ って も,そ れ が で きる こ とを証 しま

す 。機会 あ るご とに,そ の証 を多 くの

人 々 に分か ち合 え た ら と思 い ます。 そ

して,ひ とりで も多 くの人 が主 の愛 に

包 まれ,現 世 で の生涯 を平 安 に過 ごせ

る よ うに と願 い ます。(ま え だ･の ぶ

こ)

家庭の中に愛あらば,

見るものすべて

美 しく

仙台ステーキ部長町ワード部

沼田キン

私
が 初 め て教 会 に出 席 した の は

1992年8月 初 め の こ とです。 東

京 か ら帰 って きた娘家 族 と一緒 に教 会

に集 って祈 り,賛 美歌 を歌 い ましたが,

｢家 庭 の 中 に愛 あ ら ば見 る ものす べ て

美 し く｣と い うその歌 詞 に胸 が 打 たれ

涙 が流 れ ま した。 本 当 に愛 が あれ ば ど

ん な こ とで も乗 り越 え,広 い心 で相手
ゆる

を赦 す ことが で き るよ うなそ んな気 が

し ました。結婚 して40年 い ろい ろな こ

とが あ りました。次 々 に追 い打 ち をか

けて くる病 魔 と闘 い,精 神的 に耐 え ら

れ ない ときは死 の うと思 った こ とも何

度 もあ りました。

神様 は どう して こん な に私 に試練 を

与 えるの,と 娘 に話 し電話 で泣 いた こ

ともあ ります。 こんな私 をき ょう まで

支 えて くれ た のは娘 です。20年 前バ プ

テスマ を受 け たい とい う娘 に涙 を流 し

て反 対 した覚 えがあ ります。今 思 う と

なん と愚 か な親 だ と情 けな く思 い ます。

娘 ふ た りが お世 話 になっ てい る教 会 に

行 った時,多 くの兄 弟姉 妹 が温 か く迎

えて くだ さ り,す ば らしい皆 さん に巡

り会 うこ とが で きて本 当 に うれ し く思

い ま した。

娘家 族 が東京 へ戻 り,ひ と りで教 会

に行 った 日,姉 妹宣 教師 の方 に声 をか

け られて福 音 を勉 強 し始 め ま した。 暗

い心 にほ のか な明か りが見 える よ うな,

そん な幸 せ な気持 ちにな りま した。

お酒 を飲 んで い る夫 の そ ばで福 音 の

聖徒 の道/1994年5月 号
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原則 や学 習 ガイ ドを声 に出 して読 み,

聞 いて もら う日が 続 きま した。何 日か

過 ぎて今 度 は夫 の休 日 を選 び,宣 教 師

の方 に訪 問 して いた だいて一 緒 に福音

を学 び ま した。 結婚 して以来,夫 の前

･で声 を出 して本 を読 む こ とな どあ りま

せ んで した。今 思 う と神様 の導 きが あ

っ た ことを感 じます。 ふた りの娘 が そ

れぞ れ家庭 を持 ち,夫 とふ た りだ けに

な った私 に はつ らい 日の方が 多 く,お

互 い に話 し合 え ば傷 つ き無 言 で過 ごす

日もたび たびで したが,福 音 を学 ぶ こ

とで心 が とて も平安 に な り満 た され た

日が続 きま した。

しば ら くした9月6日 に夫 が断食 を

して初 めて教 会 に出席 して くれ ま した。

夕食 の時,天 の お父様 に祈 り,こ れか

ら酒 も飲 み ませ ん,家 族 の嫌 が る こと

もしません,と 祈 る姿 を見 て胸 が いっ

ぱいで した。 夫が 自分 か ら教 会 に行 き,

私 たち は10月18日 にバ プ テス マ を一緒

に受 ける こ とがで きま した。 改宗 して.

か ら別 人 の よ うにいつ も謙虚 に接 して

くれ る夫 に,素 直 な気持 ちで心 か ら愛

す る気 持 ち になれ ました。私 たち は神

様 のあふ れ る愛 に包 まれ,た くさん の

祝 福 をい た だ き幸せ をかみ しめてい ま

す。神様 は この幸 せ をつか む こ とがで

きるよ うに,私 を きょ うまで 導 いて く

だ さった ことに心か ら感 謝 の気 持 ちで

い っぱいで す。
あかし

11月 の仙 台 ステー キ部大 会 で証 を さ

せ てい ただ く大 きな祝福 を得 ました。

生 まれ て初 めて た くさん のか たが たの

前 で 自分 の生 き方 を恥 じる こ とな く神

様 のみ た まを受 けなが らお話 しす る こ

とが で きました。 この祝 福 を分 か ち合

い たい と東京 か ら娘 家族 が来 て くれ ま

した。 そ して特 別 の計 らいで娘 も証 を

させ て いた だ く祝福 を得 て,母 娘 と も

に感激 い た し ました。

娘が16年 前 に私 たち に手紙 で伝 えて

くれ た この福 音 のす ば らしさ を改 め て

理 解す るこ とが で き ました。 この世 だ

けで な く永遠 に結 ばれ る家 族 とな り,

幸 せ になれ る よ うに と,こ の 日の来 る

のを どん なにか願 い,心 を尽 くし思 い

を尽 くして私 た ち を助 けて くれ た こ と

で しょ う。孫 た ちか ら も福音 を学 ぶ こ

とが た くさんあ りました。

そん な幸 せ の 日々 に思 いが けな く娘
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な るほ ど,夫 婦 の争 いが たび たび起 こ

るのに は困 りました。私 は これ を契機

に争 い をな くす ため,み ず か らを戒 め

よ うと自分 に言 い聞かせ ま した。 す べ

て に 自分 の非 を認 め,意 見 の押 し付 け

をやめ,欠 けてい た妻 へ の愛 と感 謝 を

心 に刻 み ました。神 様 か ら恵 まれた妻

をないが しろに して いた こ とに気 が っ
はんりよ

くと,伴 侶 に対 す る妻 の心 もわ か る気

が します。最 近妻 は落 ち着 い てや さ し

くな り,会 話 が和 や か にな りました。

思 えば このか けが え のない祝福 を も

た らす 力 にな って くれ たの は長 女 で し

た。長 女 は私 たち の改 宗 と前後 す る よ

うにが ん に冒 され,手 術 に よ りか ろう

じて命 を取 り留 め ま した。 私 は神 の厳

しい試練 を感 じず にはい られ ませ ん。

永遠 にわた る幸 せ をプ レゼ ン トして く

れ た娘 たち に報 いる には,神 の子 と し

て家族 の長 として真 にふ さわ し くなる

こ とと理解 して い ます。

モ ル モ ン経 が真 実の み教 えで あ り,

イエ ス･キ リス トは救 い主 であ り,神

は生 きてお られ る こ とを証 いた します。

(ぬ また･ふ み お ワー ド部 日曜 学 校

会 長)

.■

■
3月 に召された専任宣教師

第175期 生7人

役員の異動

後 列左 か ら13,前 列 左 か ら4-7

〈名 前 〉
く どう のぶ お

1.工 藤 信 男
すが ぬま わたる

2.菅 沼 渡
おお の ぎ としゅき

3.大 野 木利 行
ひら い かおる

4.平 位 薫
せ の くちめぐ み

5.瀬 ノロ恵 美
なかさと

6.中 里 シル バー ナ
たか はし とも こ

7.高 橋 朝 子

〈出 身地〉
あ び こ うし く

我孫子S/牛 久W

名古屋西$/犬 山B
つる が

名古屋M/福 井D/敦 賀B

神戸S/姫 路W

福岡M/熊 本D/延 岡B
お やま

東京北M/宇 都宮口/小 山B

東京S/所 沢W

〈伝道地〉

沖縄 伝道 部

岡 山伝道 部

札幌伝 道 部

名古屋伝道部

大阪伝 道 部

沖 縄伝 道 部

名古屋伝道部

1994年1月27日 か ら2月25日 まで に管

理 本部 会員 統計 記録 課 に通知 の あ った

役 員 の異動(敬 称 略)

●名古屋伝道部三重地方部
たちよしのり

新地方部長:舘 義徳

(前任者:除 村秀輝)
･● 福岡伝道部熊本地方部

すみ や みつのり

新地方部長.角 屋光典

(前任者:田 代浩三)
し のろ

●札幌西ステーキ部篠路支部
びん

新支部長:菊 地敏

(前任者:岡 村雅博)
も いわ

●札幌 西 ステー キ部藻 岩 ワー ド部
ま ぶち

新 監督'馬 渕進

(前任 者:内 海 宏一 郎)

●高崎 ス テー キ部 熊谷 ワー ド部
みつおかしゆんじ

新監督:満 岡俊士

(前任者:大 橋正弘)

●高崎ステーキ部高崎東ワード部
あま だ

新 監督:天 田和利

(前任 者.松 沼文 男)

●東京北 伝道 部新 潟地 方部 三条 支部

新 支部長.丸 山勝 美

(前任 者:ALDENRICHARDSON)

●東 京南 ス テー キ部渋 谷 ワー ド部
おさむ

新監督:前 田修

(前任者:本 多隆治)

●名古屋ステーキ部野並支部
ひろひご

新支部長:市 橋弘彦

(前任者:塚 原俊英)

M:伝 道 部,S:ス テ ー キ 部,D:地 方 部,W:ワ ー ド部,B.支 部
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